


人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
、
本
市
に
お
い
て
も
取
り
組

む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
お
よ
び
中
山
間
地
域

の
活
性
化
、
産
業
や
観
光
の
振
興
、

教
育
力
の
強
化
と
文
化
の
向
上
、
福

祉
・
保
健
・
医
療
の
充
実
、
地
域
の

安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
、
積
極
的

に
施
策
を
推
し
進
め
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
自
信
を
持
っ
て
引
き

継
げ
る
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

昨
年
は
、
市
民
会
館
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
は
じ
め
、
新
庁
舎
建

設
な
ど
主
要
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
、
今
後
の

安
来
市
政
の
礎
と
な
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民

の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設

と
な
る
よ
う
、
事
業
推
進
に
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
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「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」（
別
刷
り
）

4
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

「もり太くん」

今月の表紙

今年、母里のおひなまつりに登場

するのは「母里太兵衛」をイメージ

した”もり太くん”。おひなさまと一

緒に軒下に飾られ、仲良く伯太をＰ

Ｒします。

・撮 影 日 ３月１２日

・撮影場所 伯太町母里

３
月
３
日
に
開
会
し
た
市
議
会
３
月
定
例
会
で
、
近
藤
市
長
が
表
明

し
た
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
平
成
26
年
度
の
主
要

施
策
の
要
旨
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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中
期
財
政
計
画
を
基
本
と
し
、
目

的
や
効
果
の
明
確
な
事
業
を
最
優
先

し
て
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
本
年
４
月
か
ら
消
費
税
率

お
よ
び
地
方
消
費
税
率
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
歳
入
は
、
地

方
消
費
税
交
付
金
が
増
額
と
な
る
一

方
で
、
歳
出
は
、
物
件
費
な
ど
の
増

額
、
新
た
に
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

な
ど
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
消
費
税

の
影
響
を
受
け
る
中
で
の
予
算
編
成

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
予
算
総

額
は
、
平
成
２５
年
度
当
初
予
算
と
ほ

ぼ
同
規
模
の
２
４
４
億
３
千
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

財
政
状
況
は
、
実
質
公
債
費
比
率

が
、
昨
年
よ
り
若
干
低
い
１５
・
０
㌫

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
経
常
収
支
比

率
は
、
９１
・
５
㌫
と
昨
年
よ
り
若
干

高
く
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立

中
山
間
地
域
を
対
象
と
し
て
、
地

域
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し

て
き
た
「
中
山
間
地
域
元
気
い
き
い

き
補
助
事
業
」
の
対
象
を
市
内
全
域

に
拡
充
し
、「
地
域
元
気
い
き
い
き

補
助
事
業
」
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

活
力
あ
る
集
落
・
地
域
づ
く
り
を

効
果
的
に
進
め
、
中
山
間
地
域
の
活

性
化
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
が

で
き
る
よ
う
、
秋
ご
ろ
に
伯
太
を
会

場
と
し
て
、
中
山
間
地
域
の
元
気
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て
、

地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
住
民

主
体
の
熱
心
な
活
動
が
市
内
各
地
で

展
開
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

中
心
と
し
た
自
治
意
識
が
高
揚
し
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す

●
新
安
来
市
発
足
１０
周
年
記
念
事
業

１０
月
１
日
に
合
併
10
周
年
の
節
目

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
本
市
の
さ
ら

な
る
飛
躍
と
、
住
民
が
協
働
す
る
住

み
よ
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
を
目
的
に
、
記
念
事
業
と
し
て
、

「
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
渡
部
陽
一
写
真

展
」「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み

ん
な
の
体
操
会
」「
米
原
雲
海
彫
刻

展
」「
10
周
年
記
念
安
来
節
公
演
」

な
ど
の
新
企
画
の
ほ
か
、「
や
す
ぎ

環
境
フ
ェ
ア
」
を
は
じ
め
と
す
る
定

期
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
、
拡
充
し
て
実

施
し
ま
す
。ま
た
、
１０
月
４
日
に「
記

念
式
典
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
定
住
の
促
進

情
報
発
信
、
結
婚
活
動
支
援
、
就

労
支
援
、
住
居
支
援
の
４
つ
の
事
業

を
柱
に
、重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
情
報
発
信
事
業

市
内
外
の
皆
様
に
、
安
来
の
誇
る

べ
き
人
や
歴
史
、
文
化
、
自
然
環
境

な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

情
報
誌
を
作
成
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
活
用
し
な
が
ら
精
力
的
に
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
み
、
定

住
人
口
の
増
加
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

平
成
２６
年
度
当
初
予
算
案

の
概
要
と
財
政
状
況

平
成
２６
年
度
の
主
要
施
策

参
加
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

▲市民中心で取り組む地域振興事業への
補助対象を市内全域に拡大します。
(写真は、郷土芸能を通じた子どもたち
の交流事業）

新安来市発足 10周年

記念式典（10月４日）では

市の歌や市民憲章の制定、

功労者表彰、記念講演など

を行う予定です

－市長施政方針－

▲

各
種
の
定
住
フ
ェ
ア
に

出
展
し
、
定
住
相
談
や
市

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
情
報
発
信
を

行
い
ま
す
。
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▽
結
婚
活
動
支
援
事
業

松
江
・
出
雲
・
米
子
・
境
港
の
４

市
と
連
携
し
、
中
海
・
宍
道
湖
圏
域

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
少
子

化
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
未
婚
・
晩

婚
化
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
圏

域
住
民
の
交
流
促
進
を
図
り
ま
す
。

定
期
的
な
相
談
窓
口
を
設
け
、
結

婚
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
悩
み

の
解
消
に
努
め
ま
す
。

▽
就
労
支
援
事
業

通
勤
可
能
な
中
海
圏
域
の
企
業
の

魅
力
や
採
用
情
報
な
ど
を
、
圏
域
内

外
へ
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
た

め
、
現
在
、
松
江
市
主
体
で
開
設
し

て
い
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
就
職
ナ

ビ
」
に
、
安
来
・
米
子
・
境
港
の
３

市
が
加
わ
り
、共
同
で
運
用
し
ま
す
。

４
市
に
よ
る
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
、
企
業
と
学
生
と
の
情
報
交

換
の
場
を
設
け
、
若
者
の
地
元
就
職

を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

▽
住
居
支
援
事
業

空
き
家
お
よ
び
ま
ち
な
か
居
住
促

進
の
た
め
の
調
査
検
討
業
務
を
実
施

し
、
６
０
０
戸
を
超
え
る
空
き
家
が

市
内
全
域
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
空
き
家
の
有
効
活
用
に
よ
る
定

住
促
進
と
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、「
空
き
家
改
修
助
成
事
業
」
を

創
設
し
ま
す
。

新
婚
世
帯
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
対

象
に
、
賃
貸
住
宅
入
居
や
中
古
住
宅

取
得
を
支
援
す
る
た
め
の
「
定
住
促

進
支
援
事
業
」
も
実
施
し
ま
す
。

●
新
安
来
庁
舎
建
設

敷
地
の
地
質
調
査
、
実
施
設
計
お

よ
び
用
地
購
入
を
実
施
し
ま
す
。

大
型
車
両
通
行
を
伴
う
建
設
工
事

を
円
滑
に
進
め
、
市
民
の
皆
様
の
安

全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
現
在
の

市
民
会
館
は
１２
月
を
も
っ
て
閉
館

し
、
解
体
に
向
け
た
作
業
に
入
ら
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興
・
雇
用
の
促
進

市
内
製
造
業
等
の
振
興
、
工
業
用

地
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
観
点
か

ら
、
工
場
敷
地
内
に
お
け
る
緑
地
面

積
率
等
の
規
制
を
緩
和
し
ま
す
。

新
た
に
「
も
の
づ
く
り
企
業
技
術

開
発
支
援
事
業
」
と
し
て
、
特
殊
鋼

関
連
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
が

取
り
組
む
新
製
品
、
新
技
術
の
開
発

等
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

企
業
立
地
雇
用
促
進
事
業
、
産
業

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
す
ぎ
事
業
な
ど

に
よ
り
、
工
場
用
地
確
保
や
販
路
拡

大
の
支
援
を
引
き
続
き
行
い
、
地
域

経
済
の
発
展
と
雇
用
促
進
を
図
り
ま

す
。今

後
の
企
業
進
出
を
に
ら
ん
で
、

新
た
な
工
業
団
地
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化

今
年
度
、
人
材
育
成
事
業
に
よ
り

結
成
さ
れ
た
、
活
性
化
実
行
グ
ル
ー

プ
「
や
す
ぎ
ワ
イ
ワ
イ
宣
言
」
を
中

核
と
し
て
、
今
後
の
中
心
市
街
地
活

性
化
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

商
店
街
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
加
え
、
市
内
の
高
等
学
校
や
青

年
４
団
体
と
連
携
し
た
新
た
な
事
業

を
開
催
し
、
中
心
市
街
地
の
さ
ら
な

る
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
り
ま
す
。

●
観
光
振
興

せ
ん

出
雲
大
社
の
遷
宮
や
松
江
尾
道
線

の
開
通
、
境
港
へ
の
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
の
就
航
、
米
子
空
港
へ
の
ス
カ
イ

マ
ー
ク
就
航
な
ど
の
効
果
を
確
実
に

取
り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
魅
力
あ
る
清
水
・
さ
ぎ
の
湯
エ

リ
ア
を
中
心
と
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画

の
制
作
や
、
各
種
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
対
策
な

ど
を
安
来
市
観
光
協
会
と
連
携
し
て

実
施
し
ま
す
。

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
自

治
体
と
連
携
し
て
、
引
き
続
き
広
域

で
の
集
客
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

中中心心市市街街地地活活性性化化のの拠拠点点施施設設
「「ややすすぎぎ懐懐古古館館一一風風亭亭」」。。

▲境港に寄港したクル
ーズ船を民謡安来節で
歓迎しＰＲ。

多
彩
な
魅
力
と

創
造
力
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

４



●
農
林
業
振
興

コ
メ
の
生
産
調
整
が
５
年
後
に
廃

止
さ
れ
る
と
い
う
政
府
の
基
本
方
針

を
受
け
、
安
来
地
域
農
業
再
生
協
議

会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
経
営
所
得

安
定
対
策
お
よ
び
需
給
調
整
を
円
滑

に
推
進
し
、
農
業
者
の
安
定
的
な
農

業
経
営
を
推
進
し
ま
す
。

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
約
化
に
よ

り
、
農
業
構
造
の
改
革
と
生
産
コ
ス

ト
の
削
減
を
進
め
る
た
め
、
農
地
中

間
管
理
機
構
の
本
格
的
始
動
に
合
わ

せ
た
体
制
を
整
え
、「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
の
推
進
と
と
も
に
積
極
的
な

農
業
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
と
農
業
関
係
機
関
等
で
構
成
す

る
安
来
農
林
振
興
協
議
会
に
お
い

て
、
引
き
続
き
農
業
集
落
活
動
へ
の

支
援
や
、
担
い
手
確
保
、
特
産
振
興

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
の
担
い
手
対
策
と
し
て
、
新

規
就
農
支
援
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
農
業
部
門
へ
の
企
業
参
入
に
対

す
る
支
援
に
よ
り
雇
用
の
創
出
を
図

り
ま
す
。

生
産
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
基
幹

農
道
で
あ
る
「
安
能
２
期
地
区
広
域

営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
」
を
着
実

に
進
め
る
と
と
も
に
、「
能
義
第
二

地
区
経
営
体
基
盤
整
備
事
業
」、「
大

塚
地
区
経
営
体
基
盤
整
備
事
業
」
の

継
続
と
、
新
規
採
択
が
予
定
さ
れ
て

い
る
安
田
地
区
、
吉
田
地
区
、
宇
賀

荘
第
三
地
区
の
調
査
業
務
に
着
手
し

ま
す
。

農
業
と
活
力
あ
る
農
村

づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
定
住

の
促
進
、
環
境
の
保
全
に

資
す
る
た
め
、
農
村
振
興

基
本
計
画
を
策
定
し
、
中

山
間
地
域
に
お
け
る
農
業

生
産
基
盤
や
生
活
環
境
基

盤
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
道
路
の
整
備

道
路
網
の
将
来
を
見
据
え
た
市
道

改
良
を
図
り
、
杉
谷
線
、
本
町
御
笠

線
、
今
津
下
坂
田
線
、
下
ノ
原
２
号

線
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

●
橋
梁
の
整
備

既
設
橋
の
延
命
化
と
修
繕
工
事
費

の
平
準
化
を
図
る
た
め
の
点
検
お
よ

び
調
査
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
に
基

づ
き
、
緊
急
性
の
高
い
橋
梁
か
ら
順

次
修
繕
を
行
い
ま
す
。

●
下
水
道
の
整
備
促
進

公
共
下
水
道
お
よ
び
福
頼
団
地
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
整
備
事

業
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
農
業
集
落
排
水
施
設
の
老
朽
化

更
新
の
た
め
の
基
本
計
画
を
策
定

し
、
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
解
消

お
よ
び
水
洗
化
向
上
を
促
進
し
ま
す
。

市
街
地
の
浸
水
対
策
事
業
と
し

て
、
南
十
神
地
区
の
西
の
川
・
前
の

き
ょ

川
の
雨
水
渠
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

●
生
活
環
境
整
備
の
促
進

地
域
住
民
の
交
通
移
動
手
段
の
確

保
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
全
体
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
地

域
公
共
交
通
連
携
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
生
活
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
再
編
事
業
と
し
て
、
新
た
な

交
通
移
動
手
段
の
検
証
を
行
い
な
が

ら
、
バ
ス
の
利
用
が
不
便
な
地
域
の

解
消
を
進
め
ま
す
。

●
公
営
住
宅

既
存
の
市
営
住
宅
を
、
よ
り
効
率

的
か
つ
長
期
的
に
活
用
す
る
た
め
、

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
改
善
工
事
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
建
設
コ
ス
ト
の
低
減
を

図
る
た
め
、
同
計
画
を
見
直
し
、
継

続
管
理
を
行
う
住
宅
を
整
理
し
ま
す
。

入
居
者
の
需
要
確
保
の
た
め
、
民

間
活
力
も
視
野
に
入
れ
、
住
宅
支
援

の
あ
り
方
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

各
種
の
木
造
住
宅
へ
の
支
援
事
業

を
引
き
続
き
行
い
、
住
宅

市
場
の
活
性
化
と
地
域
産

材
の
活
用
促
進
に
努
め
ま

す
。

▲市内全域を走るイエ
ローバス。市民の足と
して生活を支えていま
す。

み
ん
な
が
住
み
よ
い

快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

▲「農業体験セミナー」の様子。新規
就農のきっかけづくりの場を提供し、
農業の担い手確保・定住などにつなげ
ます。

－市長施政方針－
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●
ハ
ー
モ
ニ
ー
タ
ウ
ン
汐
彩
住
宅
団

地
の
分
譲
促
進

１０
月
に
住
宅
祭
の
開
催
を
予
定
し

て
お
り
、
汐
彩
住
宅
団
地
の
一
層
の

Ｐ
Ｒ
と
分
譲
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
上
水
道
整
備

安
来
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

安
定
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
簡

易
水
道
事
業
統
合
計
画
に
よ
り
、
平

成
２８
年
度
末
の
上
水
道
・
簡
易
水
道

統
合
を
目
指
し
て
、
水
道
の
再
編
を

進
め
て
い
ま
す
。
小
規
模
水
道
を
近

く
の
規
模
の
大
き
い
簡
易
水
道
事
業

に
統
合
し
、
取
水
場
・
浄
水
場
の
数

を
減
ら
し
、
今
津
ポ
ン
プ
場
の
改
修

や
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
を
一
元
化
す

る
こ
と
で
、
効
率
良
く
、
か
つ
維
持

管
理
し
易
い
施
設
整
備
を
行
い
、
健

全
な
企
業
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

●
除
雪
対
策

除
雪
体
制
確
保
の
た
め
、
市
が
一

定
数
の
除
雪
車
を
所
有
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
３
台
整
備

し
ま
す
。

●
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
、

市
民
、
事
業
者
の
意
識
啓
発
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
を
図

り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
へ
の

補
助
対
象
に
、

ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
等
も
新

た
に
加
え
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
の
有
効
活

用
を
図
り
ま
す
。

伯
太
発
電
所
を

改
修
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度

適
用
に
向
け
た
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
地
域
防
災
・
防
犯
の
促
進

▽
原
子
力
防
災

中
国
電
力
島
根
原
子
力
発
電
所
か

ら
３０
㌔
圏
内
の
周
辺
自
治
体
と
と
も

に
、
周
辺
自
治
体
連
絡
会
議
を
立
ち

上
げ
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
原
子
力

災
害
対
策
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
島
根
県
が
原
発

に
関
す
る
重
要
な
判

断
を
す
る
際
に
は
、

安
来
・
出
雲
・
雲
南

の
周
辺
３
市
か
ら
意

見
聴
取
す
る
こ
と
を

明
記
し
た
覚
書
を
取

り
交
わ
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
市
民
の

安
心
で
安
全
な
生
活

を
守
る
た
め
に
重
要

な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
際
は
、
広
く

皆
様
の
意
見
を
伺
い
、
総
合
的
に
判

断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
議

会
、
自
治
会
、
各
種
団
体
の
代
表
者

な
ど
で
組
織
す
る
「
安
来
市
原
子
力

発
電
所
環
境
安
全
対
策
協
議
会
」
を

今
月
２０
日
に
は
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
島
根
原
発
の

安
全
対
策
等
を
把
握
し
、
市
民
の
安

全
と
健
康
の
確
保
等
、
原
子
力
安
全

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

▽
地
域
防
災

結
成
が
増
加
傾
向
に
あ
る
自
主
防

災
組
織
の
育
成
お
よ
び
活
動
支
援
を

行
い
、
自
助
・
共
助
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

▽
消
防
行
政

消
防
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
４
月
の
業
務
開
始
に
向
け
、
引

き
続
き
整
備
を
進
め
ま
す
。

消
防
団
施
設
に
つ
い
て
は
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
２
台
を
更
新

し
、
災
害
対
応
へ
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

▽
道
路
災
害
の
防
除

引
き
続
き
、
市
道
法
面
の
落
石
・

土
砂
崩
れ
等
の
危
険
性
が
あ
る
地
区

に
お
い
て
、
即
効
性
の
あ
る
防
災
・

減
災
対
策
工
事
を
実
施
し
、
安
全
な

通
行
を
確
保
し
ま
す
。

▲消防新庁舎に配置する通信司令室（イ
メージ図）。高機能の消防指令システム
を導入し、１１９番通報から現場到着まで
の時間短縮、災害時の的確
な対応など、被害の軽減、
救命率の向上を図ります。

ハハーーモモニニーータタウウンン汐汐彩彩住住宅宅団団地地
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●
健
康
づ
く
り
の
推
進

各
種
検
診
の
充
実
に
努
め
、
疾
病

の
早
期
発
見
と
予
防
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。
特
に
、
が
ん
に
関
し

て
、
地
域
で
の
啓
発
事
業
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
働
き
盛
り
世
代
の
う

ち
特
定
の
年
齢
の
人
を
対
象
に
各
種

が
ん
検
診
を
無
料
化
し
、
受
診
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

●
地
域
医
療
を
守
る
人
材
の
確
保

医
学
生
、
看
護
学
生
へ
の
奨
学
金

貸
与
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

中
学
生
の
医
療
現
場
体
験
な
ど
、
医

療
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発

活
動
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の
皆
様

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
医
療
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

平
成
２９
年
度
を
目
途
と
す
る
保
険

者
の
広
域
化
へ
の
対
応
の
た
め
、
平

成
２６
年
度
か
ら
の
国
保
税
の
賦
課
方

式
の
変
更
を
は
じ
め
、
準
備
を
進
め

ま
す
。

●
子
育
て
環
境
の
充
実

今
年
度
実
施
し
た
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
保
育
等
の
需
要
見
込
み
や
提

供
体
制
等
を
盛
り
込
ん
だ
、
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
３１
年
度
を
期
間
と
す

る
「
安
来
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。
特
に
、

幼
保
一
体
化
に
つ
い
て
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
立
保
育
園
園
舎
の
増
改
築
工
事

に
対
し
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
私

立
保
育
園
の
障
が
い
児
等
へ
の
保
育

士
加
配
を
実
施
し
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

平
成
２７
年
度
か
ら
平
成
２９
年
度
を

期
間
と
す
る
「
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
」の
策
定
作
業
を
行
い
ま
す
。

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な

る
２
０
２
５
年
を
見
据
え
た
介
護
保

険
制
度
の
大
幅
な
改
正
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
介
護
や
支
援
が
受
け
ら
れ
生
活

が
継
続
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
在

り
方
や
費
用
負
担
に
つ
い
て
、
調

査
、
検
討
し
ま
す
。

●
地
域
福
祉
の
充
実

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
情
報
を
地
域
の
支
援
者
に

提
供
で
き
る
よ
う
に
条
例
を
制
定
し
、

地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
の
推

進
を
図
る
仕
組
み
を
整
備
し
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト
、
不
登
校

な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

や
若
者
の
た
め
の
相
談
支
援
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
や

若
者
に
と
っ
て
過
ご
し
や
す
い
居
場

所
を
確
保
し
、
生
活
習
慣
の
確
立
や

学
習
へ
の
支
援
、
就
労
に
必
要
な
知

識
や
能
力
向
上
の
た
め
の
支
援
な
ど

を
行
い
ま
す
。

今
年
度
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

人
へ
の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
に
開
発
し
実
証
を
行
っ

て
い
る
「
視
覚
的
告
知
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
は
、
機
器
の
機
能
強
化
、

検
証
を
行
い
な
が
ら
さ
ら
な
る
充
実

を
図
り
ま
す
。

●
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

県
の
制
度
拡
充
に
合
わ
せ
１０
月
か

ら
負
担
限
度
額
の
引
き
下
げ
と
、
対

象
者
の
拡
充
を
実
施
し
ま
す
。

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
い
、
低
所
得
者
お
よ
び
子
育
て

世
帯
へ
の
負
担
の
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
の
暫
定
的
か
つ
臨
時
的
な
措
置

と
し
て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。
具
体
的
な
手
続
き
が
整
い
次

第
、
速
や
か
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
中
で
支
え
あ
う

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

▲安来市子ども・子育て支援事
業計画を策定し、就学前の教育
や保育、子育て支援の充実を図
ります。

▲聞こえに不安のある人への情
報伝達手段として、視覚的告知
システムの開発・実証を行って
います。（行政情報は電子メー
ルで伝達。システムのランプを
点灯させて、メールの送信をお

知らせします）。

－市長施政方針－

７



●
学
校
教
育
の
充
実

給
食
未
実
施
校
へ
安
全
で
安
心
な

給
食
を
安
定
的
に
配
食
す
る
た
め
、

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
と
し
て
平

成
２８
年
度
供
用
開
始
に
向
け
、
平
成

２６
年
度
は
実
施
設
計
、
用
地
買
収
、

造
成
工
事
を
行
い
ま
す
。

小
学
校
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
と
し

て
、
能
義
小
学
校
校
舎
の
改
修
工
事

を
実
施
し
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

要
保
護
児
童
生
徒
援
助
お
よ
び
特

別
支
援
教
育
就
学
奨
励
・
就
学
援
助

事
業
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
活
動

費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
対
象
項
目
を

拡
充
し
て
実
施
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
活
性
化
と
会
員
の

皆
様
の
さ
ら
な
る
資
質
向
上
の
た

め
、
安
来
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
交
付
金
を

新
設
し
ま
す
。

●
社
会
教
育
の
充
実

「
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
」
の
核

と
な
る
べ
き
交
流
セ
ン
タ
ー
の
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
、
よ
り
活
発
な
活

動
を
進
め
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ

る
交
流
人
口
を
拡
大
す
る
た
め
、「
な

か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」
の
開

催
は
も
と
よ
り
、
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ

ジ
ッ
ク
の
公
式
戦
開
催
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
小
中
学
校
を
対
象
に

「
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
夢
授

業
」や
選
手
を
招
い
て
の「
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」を
行
い
ま
す
。

●
文
化
活
動
の
推
進

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵

衛
」
に
月
山
富
田
城
ゆ
か
り
の
山
中

鹿
介
が
登
場
す
る
と
い
う
好
機
で
あ

り
、
観
光
客
等
来
訪
者
の
利
便
性
の

向
上
へ
の
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
保
存
管
理
計
画
お
よ
び
整
備

基
本
計
画
を
策
定
し
、
発
掘
調
査
や

公
有
地
化
を
進
め
な
が
ら
、
魅
力
あ

る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
、
史
跡
富

田
城
跡
公
園
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

市
民
会
館
建
設
事
業
は
、
平
成
２８

年
度
の
完
成
に
向
け
、
建
物
の
実
施

設
計
、
用
地
買
収
、
造
成
工
事
を
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
開
館
後
の
事
業

計
画
を
は
じ
め
、
運
営
全
般
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
る
た
め
に
、
管
理
運

営
計
画
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
な

ど
、
市
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
会
館
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

条
例
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
男

女
共
同
参
画
計
画
を
見
直
し
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
取
り
組
み
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

●
安
来
市
総
合

計
画現

在
の
計
画

が
平
成
２７
年
度

に
終
期
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
総
合
計

画
審
議
会
を
開
催
し
て
、

平
成
２６
年
度
か
ら
２
カ
年

を
か
け
て
、
第
２
次
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

今
回
提
案
し
ま
す
案
件
は
、
議
決

案
件
４７
件
、
報
告
案
件
３
件
で
す
。

平
成
２５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
総
額
８
３
０
０
万
円
の
減
額
を

計
上
し
、
補
正
後
の
予
算
規
模
は
２

５
４
億
１
千
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

は

し

ご

主
な
内
容
は
、
梯
子
付
消
防
自
動

車
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
実
施
、
財

政
調
整
基
金
、
市
有
財
産
整
備
基
金

な
ど
の
基
金
の
積
み
立
て
、
そ
の
ほ

か
各
種
事
業
の
決
算
見
込
み
に
伴
い

減
額
予
算
を
計
上
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

定
住
企
画
課

℡
２３‐

３
０
５
９

市市民民会会館館（（仮仮称称））ののイイメメーージジ図図

ひ
と
が
輝
く

活
力
発
揮
の
ま
ち
づ
く
り

史史跡跡富富田田城城跡跡公公園園

諸
議
案
の
提
案

▲築後２８年の能義小学校。老巧化が
進む校舎の教育環境改善を図るた
め、長寿延命化改修を実施します。

－市長施政方針－

８



安
来
市
自
治
会
代
表
者
協
議
会
の

自
主
防
災
活
動
研
修
大
会
が
３
月
８

日
、
安
来
節
演
芸
館
で
開
催
さ
れ
、

自
治
会
役
員
ら
約
２
５
０
人
が
、
地

域
の
防
災
力
強
化
に
向
け
意
識
を
高

め
ま
し
た
。（
東
日
本
大
震
災
の
翌

年
に
初
開
催
し
、
今
回
で
３
回
目
）

自
主
防
災
活
動
の
事
例
報
告
で

は
、
上
山
佐
地
区
自
主
防
災
会
が
、

体
育
祭
で
の
消
火
訓
練
実
施
や
、
文

化
祭
で
の
啓
発
コ
ー
ナ
ー
設
置
・
防

災
ク
イ
ズ
の
実
施
な
ど
、
防
災
活
動

を
他
活
動
と
組
み
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
。
ま
た
、
単

一
自
治
会
で
組
織
す
る
南
城
谷
自
主

防
災
組
織
は
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
防
災
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
自
治
会
内
で
意
識
調
査
を
実
施

し
た
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
国
立
松
江
工
業

高
等
専
門
学
校
の
淺
田
純
作
教
授
が
、

「
災
害
時
に
は
、
ま
ず
自
分
が
避
難

す
る
こ
と
。
そ
の
姿
を
見
て
ほ
か
の

人
も
避
難
す
る
よ
う
に
な
り
、
結
果

的
に
多
く
の
人
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
」
と
提
言
。
地
域
に
お
け
る
呼
び

掛
け
と
と
も
に
、
自
ら
が
率
先
し
て

避
難
す
る
こ
と
が
、
避
難
を
促
す
の

に
有
効
で
あ
る
と
解
説
し
ま
し
た
。

伯
太
町
母
里
と
広
瀬
町
菅
原
を
東

西
に
結
ぶ
安
能
広
域
農
道
（
約
１０
・

９
㌔
、
事
業
主
体
は
島
根
県
）
の
整

備
事
業
は
、
平
成
１１
年
度
か
ら
始
ま

り
、
整
備
が
完
了
し
た
区
間
か
ら
順

次
、
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
県
道
布
部
安
来
線（
上

吉
田
町
地
内
）と
市
道
井
ケ
原
線（
広

瀬
町
富
田
地
内
）
を
結
ぶ
区
間
約
３
・

９
㌔
が
完
了
し
、
４
月
１０
日
㈭
１３
時

に
開
通
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

残
る
整
備
区
間
は
、
約
１
・
７
㌔

（
主
に
伯
太
町
西
母
里
地
内
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
）
で
、
平
成
２８
年
度
の
全

線
開
通
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

老
朽
化
に
よ
り
使
用
困
難
と
な
っ

て
い
た
、
社
日
小
学
校
プ
ー
ル
の
移

転
に
よ
る
改
築
工
事
が
完
了
し
、
新

プ
ー
ル
が
し
ゅ
ん
工
し
ま
し
た
。

新
プ
ー
ル
は
、
全
長
２５
メ
ー
ト
ル

で
、
７
コ
ー
ス
あ
る
メ
ー
ン
プ
ー
ル

と
、
低
学
年
児
童
の
安
全
な
使
用
を

考
慮
し
た
サ
ブ
プ
ー
ル
を
完
備
し
て

い
ま
す
。
一
層
充
実
し
た

水
泳
の
授
業
が
可
能
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

（（ ））
安安能能広広域域農農道道のの部部分分供供用用をを

開開始始ししまますす

自自主主防防災災活活動動研研修修大大会会

地域の自主防災力を高めよう

上上吉吉田田町町～～広広瀬瀬町町富富田田間間
４４月月１１００日日１１３３時時開開通通

南南城城谷谷自自主主防防災災組組織織

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを

お伝えします

今今回回のの開開通通区区間間にに含含ままれれるる

安安能能トトンンネネルル（（延延長長約約 11..2277 ㌔㌔））。。社社日日小小学学校校新新ププーールル完完成成

上上山山佐佐地地区区自自主主防防災災会会

９



布
部
本
町
通
り
の
家
々
と
、
布
部

交
流
セ
ン
タ
ー
、
加
納
美
術
館
に
お

ひ
な
さ
ま
が
飾
ら
れ
ま
す
。
加
納
美

術
館
で
は
お
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、
お
ひ
な
さ
ま
工
作
に
参
加
で
き

ま
す
。
３
日
１４
時
か
ら
子
ど
も
み
こ

し
が
本
町
通
り
を
練
り
歩
き
ま
す
。

約
１
０
０
軒
の
民
家
を
彩
る
ひ
な

人
形
。
旧
秦
邸
や
吉
田
酒
造
な
ど
、

趣
の
あ
る
会
場
も
魅
力
で
す
。
６
日

１０
時
３０
分
か
ら
武
者
行
列
を
行
う
ほ

か
、
５
日
と
６
日
は
広
瀬
絣
セ
ン

タ
ー
で
流
し
び
な
の
創
作
体
験
と
藍

よ
ろ
い

染
め
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
鎧

か
ぶ
と兜

の
館
で
は
、
手
作
り
鎧
か
ぶ
と

を
展
示
し
ま
す
。
主
会
場
は
広
瀬
町

民
会
館
（
兼
総
合
案
内
所
）
と
広
瀬

中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
。

旧
奥
野
邸
・
後
藤
邸
・
山
本
邸
な

ど
を
は
じ
め
、
歴
史
あ
る
旧
道
沿
い

の
家
並
み
を
彩
る
お
ひ
な
さ
ま
。
稚

児
・
武
者
行
列
が
ま
ち
を
歩
く
時
代

行
列
は
６
日
１１
時
か
ら
。
は
く
た
文

化
学
習
館
に
も
展
示
し
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、
富
田
橋
下
流
の
河
川
敷
で
ひ
な

流
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も

ひ
な
流
し
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

申
込
不
要
。
流
し
び
な
は
、
一
つ
５

０
０
円
。
６
日

１２
時
３０
分
ま
で

に
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

期
間
内
、
各
地
区
の
ひ
な
ま
つ
り

と
富
田
の
ひ
な
流
し
を
対
象
と
し
た

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
最
優
秀
賞
は

賞
状
と
賞
金
３
万
円
。
締
め
切
り
は

４
月
３０
日
。
参
加
無
料
。
運
営
は
尼

子
写
真
ク
ラ
ブ
。

Ｊ
Ｒ
安
来
駅
を
基
点
に
、
各
会
場

を
往
復
す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
２
路
線
）
を
運
行
し
ま
す
。

①
Ｊ
Ｒ
安
来
駅⇔

市
民
体
育
館
前⇔

母
里
交
流
セ
ン
タ
ー⇔

広
瀬
絣
セ
ン

タ
ー⇔

広
瀬
庁
舎

②
Ｊ
Ｒ
安
来
駅⇔

市
民
体
育
館
前⇔

広
瀬
絣
セ
ン
タ
ー⇔

広
瀬
庁
舎⇔

加

納
美
術
館⇔

布
部
郵
便
局
前

※
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
時
刻
は
、
安
来

市
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

安
来
市
観
光
協
会

℡
２３‐

７
６
６
７

●
白
椿
の
里
の
ひ
な
ま
つ
り

●問
布
部
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
３６‐

０
０
０
１

・・尼尼子子のの里里ののおおひひななままつつりり（（広広瀬瀬～～下下山山佐佐地地区区））
・・城城下下町町母母里里ののおおひひななままつつりり（（母母里里地地区区））

かすり

・・尼尼子子のの里里富富田田ののひひなな流流しし（（広広瀬瀬絣絣セセンンタターー前前））

●
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

●問
㈲
フ
ォ
ト
文
具
い
ち
か
わ

℡
３２‐

２
４
１
６

日時…４月3日㈭～４月６日㈰ 10時～16時

日時…４月４日㈮～４月６日㈰ 10時～16時

・・白白椿椿のの里里ののひひななままつつりり（（布布部部地地区区））

●
城
下
町
母
里
の
お
ひ
な
ま
つ
り

●問
母
里
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
３７‐

０
２
２
５

日時…４月６日㈰ 13時～

●
尼
子
の
里
の
お
ひ
な
ま
つ
り

●問
観
光
協
会
広
瀬
支
部

℡
３２‐

3
３
５
７

●
シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
４
月
６
日
の
み
）

●
尼
子
の
里
富
田
の
ひ
な
流
し

●問
観
光
協
会
広
瀬
支
部

℡
３２‐

３
３
５
７

１０



５
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
淡

い
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る
社
日
の
丘
に

は
、
期
間
中
、
ボ
ン
ボ
リ
が
点
灯
。

舞
台
で
は
安
来
節
の
公
演
も
行
わ
れ

ま
す
。
観
覧
無
料
。

▼
安
来
節
公
演
…
４
月
５
日
㈯
〜
４

月
１３
日
㈰
平
日
１９
時
〜
（
土
日
は
１３

・
１５
・
１９
時
〜
※
今
年
は
４
月
５
日

㈯
１４
時
か
ら
子
ど
も
に
よ
る
安
来
節

公
演
を
行
い
ま
す
）

▼
ボ
ン
ボ
リ
点
灯
期
間
…
３
月
２８
日

㈮
〜
４
月
１３
日
㈰
１８
時
〜
２２
時

▼
駐
車
場
は
、
市
民
体
育
館
裏
側
第

２
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

飯
梨
川
沿
い
で
は
ボ
ン
ボ
リ
を
点

灯
。
４
月
１３
日
㈰
１０
時
か
ら
は
、
三

日
月
公
園
で
演
芸
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
観
覧
無
料
。

▼
ボ
ン
ボ
リ
点
灯
期
間
…
３
月
２８
日

㈮
〜
４
月
１５
日
㈫
１８
時
〜
２３
時

▼
お
花
見
は
太
鼓
壇
か
ら
広
瀬
絣
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
三
日
月
公
園
周
辺
。

安
来
節
家
元
初
代
渡
部
お
糸
を
し

の
び
、
追
善
供
養
と
安
来
節
の
披
露

が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
安
来
節
演

芸
館
に
舞
台
を
移
し
、
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
す
。
観
覧
無
料
。

▼
４
月
６
日
㈰
１０
時
〜
１２
時

四
代
目
家
元
が
唄
い
上
げ
ま
す
。

入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▼
４
月
６
日
㈰
１３
時
〜

▼
整
理
券

配
布
場
所
…
観
光
交
流
プ
ラ
ザ
、
安

来
節
演
芸
館

▼
観
覧
無
料
。

●チューリップ畑

色とりどりのチューリップを楽しみながら、

その場で花の購入もできます。また、ミニ電車

コーナーや会場周辺のポイントを巡るスタンプ

ラリーを実施します。

●ステージイベント

伯太中学校吹奏楽部演奏、安来市出身ものま
み る か

ねタレント美留香ライブ、一宇川耕士一行によ

る安来節公演、伯太太鼓、お楽しみ抽選会など。

●楽しさいっぱいテント村

地元の特産品販売・飲食コーナー、フリーマ

ーケットが出店。人気のどじょう掬いコーナー

や「ゆるキャラ」も登場。

●チューリップウオーク

花を満喫しながら、母里地区内をぐるりと一

周する４．２キロのコース。参加無料。

参加受付…伯太中央交流センター（わかさ会館）

当日９時４５分～１０時１５分。

色鮮やかな６０万本

伯太のチューリップをテーマにしたフォトコンテストも開催！

●
ひ
ろ
せ
桜
ま
つ
り

●問
観
光
協
会
広
瀬
支
部

℡
３２‐

３
３
５
７

安安
来来
のの
春春
まま
つつ
りり

●
安
来
公
園
桜
ま
つ
り（
安
来
公
園
）

●問
安
来
市
観
光
協
会

℡
２３‐

７
６
６
７

●
お
糸
ま
つ
り（
安
来
節
演
芸
館
）

●問
安
来
節
保
存
会

℡
２８‐

９
９
８
８

ははくくたたチチュューーリリッッププ祭祭
新安来市発足 10周年事業

■日時…４月１３日㈰１０時～１６時

■会場…安来市役所伯太庁舎周辺

■問い合わせ…伯太地域センター

℡２３‐３３００

●
家
元
四
代
目
渡
部
お
糸
公
演

（
安
来
節
演
芸
館
）

●問
安
来
節
保
存
会

℡
２８‐

９
９
８
８
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高高齢齢者者へへのの虐待ををななくくそそうう

●体に小さな傷がひんぱんにみられる。

●「家にいたくない」などの訴えがある。

●急におびえたり怖がったりする。

●衣服が汚れたままのことが多い。

●住居が極端に非衛生的、または悪臭がする。

●年金や財産収入があるのが明らかなのにもかかわ

らず、「お金がない」と訴える。

●養護（介護）者が高齢者に対し、乱暴な口の聞き

方をする。

●訪問しても高齢者に会わせてもらえない、嫌がら

れる。

●家から怒鳴り声や悲鳴がする。

●入浴・散髪をさせない、ごみを放置するなど

不衛生な状態にする

●水分や食事を十分に与えない など

●排せつの失敗に対し、懲罰的に下半身を裸に

して放置する

●わいせつな行為を強要する など

●言うことを聞かないので手を出す、たたいて

教えようとする

●徘徊（はいかい）するので部屋に閉じ込める

●経済的に苦しいので、病院へ連れて行くこと

を控える など

【気付かないうちに虐待していることも】

このような行為が“ 虐待” です ～「手を上げる」だけが虐待ではありません～

「虐待かも？」と思ったら迷わず連絡を ～早期発見が重要です～

高齢者虐待のサイン（例）

介護・世話の放棄、放任

性的虐待

高齢者虐待は、高齢者の心身に深い傷を負わせる

とともに、高齢者の人権を著しく侵害する行為です。

そして、家族や養介護施設従事者など身近な人が虐

待を起こしやすい傾向にあり、大きな社会問題となっ

ています。

背景として、介護疲れや経済的な問題、高齢者の

状態など、さまざまな要因が絡み合って起こるとさ

れています。

●たたく、つねる、なぐる、やけどを負わせる、

食べ物などを無理やり口に入れる

●ベッドに縛る、薬を過剰に飲ませる など

●排せつの失敗を笑ったり、それを人前で話し

たりするなど、高齢者に恥をかかせる

●怒鳴る、ののしる、悪口を言う、無視する

●子どものように扱う など

●必要なお金を渡さない、使わせない

●年金や預貯金を本人の同意なく使う など

高齢者虐待は、早い時期に第三者

が介入するなどして、虐待の悪循環

を止めることが大切です。

地域や養介護施設などで虐待を受

けている高齢者を発見したり、「虐待かもしれ

ない」と思ったりしたら、高齢者安心課または、

安来市地域包括支援センターに相談・連絡して

ください。（秘密は厳守します）

・安来市地域包括支援センター

（左のページ下段をご覧ください）

・高齢者安心課 ℡２３‐３２９５

身体的虐待

心理的虐待

経済的虐待
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「地域包括支援センター」は、高齢者の

皆さんが地域で安心して暮らしていけるよ

う、介護・福祉・健康・医療など、さまざ

まな面から支援を行う総合的な機関です。

高齢者本人や家族、地域住民、ケアマネ

ジャーなどからの相談に応じ、適切な機関

と連携して解決に努めています。

また、市内には地域包括支援センターと

連携した身近な総合相談窓口も開設しています。お困りごとがあれば、ご相談ください。

広瀬町広瀬 754

伯太町安田 1687

安来町 899-1

古川町 829-1

広瀬町広瀬 1911-1

℡３２‐９１１０

℡３７‐１５４０

℡２２‐０５００

℡２８‐８５８０

℡３２‐９２８０

安来市地域包括支援センター

安来市地域包括支援センターはくた（サブセンター）

安来市在宅介護支援センターケアプランやすぎ

しらさぎ苑在宅介護支援センター

在宅介護支援センターひろせ

介護の負担を抱え込んでいませんか？ ～一人で悩まず、まずはご相談ください～

地域ぐるみで高齢者虐待を防ぎましょう ～できることから行動しましょう～

介護に負担を感じている人がいたら、まずその

気持ちを理解し、苦労をねぎらいましょう。また、

困りごとがあるようなら地域包括支援センターな

どへの相談をすすめましょう。

高齢者虐待は、誰にでも起こりうる身近な問題です。しかし、地域で暮らす一人一人が、高齢者や

家族のちょっとした変化に気付き、声を掛け合うことで虐待の防止につながります。高齢者や高齢者

を介護している人たちが孤立しないよう、地域で温かく見守り、支え合っていきましょう。

「地域包括支援センター」にご相談ください ～高齢者の生活や介護のことなど～

●介護保険サービスを利用したい、どんな

サービスがあるか知りたい。

●体調が悪く、寝たきりへの不安がある。

●財産の管理に自信がない。

●近所に住む一人暮らしの高齢者が、最近

閉じこもりぎみで心配。

●ホームヘルプサービス

介護や家事の訪問サービス

●デイサービス

施設での食事や入浴サービス（送迎付）

●ショートステイサービス

施設に短期間入所するサービス

相談例

介護サービスの種類例

ねぎらい・相談をすすめる

高齢者の介護は考える以上に大変で、

介護者自身が心身ともに疲れきり、追い

詰められることで、虐待が起きてしまう

といったケースもあります。

介護は長期にわたるため、家族だけが

んばっても限界があります。地域の相談

窓口へ相談し、要介護者の状態にあった介護サービス

などを利用して負担を軽減するようにしましょう。

●高齢者に関する相談窓口

日ごろからあいさつを交わし、元気がないよう

なときは率先して声を掛けましょう。

夜になっても明かりがつかない、最近姿をみな

いなど、不審な様子がないか見守りましょう。

日常的な声かけ

地域での見守り

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐

３
２
９
５
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市
町
村
ご
と
に
運
営
す
る
国
民
健

康
保
険
制
度
は
、
国
の
方
針
に
よ
り

平
成
２９
年
度
を
目
途
に
都
道
府
県
単

位
で
運
営
主
体
と
な
る
広
域
化
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

島
根
県
で
も
、
平
成
２３
年
９
月
に

「
島
根
県
市
町
村
国
保
広
域
化
等
支

援
方
針
」
が
策
定
さ
れ
、
広
域
化
に

向
け
た
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

島
根
県
が
策
定
し
た
支
援
方
針
で

は
、
国
保
税
（
料
）
の
算
定
方
式
や

賦
課
総
額
に
占
め
る
標
準
的
な
応

能
、
応
益
負
担
割
合
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
算
定
方
式
…
３
方
式
（
所
得
割
・

均
等
割
・
平
等
割
で
計
算
）に
統
一
し
、

現
在
４
方
式
（
３
方
式
に
資
産
割
を

加
え
て
計
算
）
を
採
用
し
て
い
る
市

町
村
は
、
広
域
化
ま
で
に
計
画
的
に

移
行
を
図
る
こ
と
。（
県
内
８
市
の

中
で
、
４
方
式
を
採
用
し
て
い
る
の

は
安
来
市
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
）

▽
応
能
、
応
益
の
標
準
負
担
割
合
…

広
域
化
ま
で
に
応
能
（
所
得
割
）
を

５０
％
、
応
益
（
均
等
割
と
平
等
割
の

合
計
）
を
５０
％
に
統
一
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
市
で

は
、
安
来
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
に
諮
問
し
、
１
月
２２
日
に
「
賦

課
方
式
の
変
更
（
資
産
割
の
廃
止
）

及
び
税
率
の
変
更
は
適
当
で
あ
る
」

と
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
検
討
し
た
結
果
、
平
成
２６

年
度
の
国
保
税
の
賦
課
か
ら
、
資
産

割
を
廃
止
し
た
賦
課
方
式
を
適
用
し

ま
す
。（
賦
課
方
式
変
更
の
イ
メ
ー

ジ
は
以
下
の
と
お
り
で
す
）

※
変
更
さ
れ
た
税
率
と
そ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
次
月
号
以
降
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

４方式（変更前）

●所得割「賦課総額の 40％」
※前年度所得に応じて賦課

●資産割「賦課総額の 10％」
※固定資産税額に応じて賦課

●均等割「賦課総額の 35％」
※世帯員数に応じて賦課

●平等割「賦課総額の 15％」
※世帯単位で賦課

応能割

応益割

３方式（変更後）

●所得割「賦課総額の 50％」
※前年度所得に応じて賦課

資産割を廃止

左に同じ

左に同じ

国民健康保険（国保）についてのお知らせ

平
成
２６
年
度
か
ら
「
資
産
割
」
を
廃
止
し
た
賦
課
方
式
と
し
ま
す

●
平
成
29
年
度
を
目
途
に
国
保
運
営

の
広
域
化
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

負担能力に応じて加入者の皆さんにご負担いただく「応能割」

の内、固定資産税額に応じて賦課していた「資産割」を廃止し、

前年所得に応じて賦課する「所得割」のみとするものです。

また、国民健康保険税は、「賦課総額按分方式」を採用しています。「資

産割」の廃止に伴う減額分は「所得割」で調整することで、４方式で賦

課されていた総額と同程度の賦課総額となるよう税率、税額を設定します。

安来市国民健康保険税 賦課方式変更のイメージ

●
賦
課
方
式
は
「
３
方
式
」
に

（ ）

（ ）

経済負担能
力に応じて
負担。

国保加入に
よる受益者
が等しく負
担。

■
問
い
合
わ
せ
…
・
保
険
年
金
課
（
国
保
・
年
金
・
医
療
給
付
担
当
）

℡
２３‐

３
０
８
４

・
税
務
課
（
市
民
税
担
当
）

℡
２３‐

３
０
４
０
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現
安
来
庁
舎
お
よ
び
市
民
広
場
と

そ
の
周
辺
区
域
、市
道
川
尻
３
号
線
、

市
民
会
館
敷
地
を
含
め
た
区
域
を
全

体
整
備
計
画
区
域（
面
積
１
万
７
０
９

８
・
７５
平
方
㍍
）
と
し
、こ
の
内
、新

庁
舎
の
建
物
や
駐
車
場
な
ど
を
整
備

す
る「
新
安
来
庁
舎
施
設
整
備
区
域
」

に
つ
い
て
は
、今
後
行
う
基
本
設
計
、

実
施
設
計
の
対
象
区
域
と
し
ま
す
。

ま
た
、新
安
来
庁
舎
施
設
整
備
区

域
を
除
い
た
市
道
川
尻
３
号
線
、市

民
会
館
敷
地
は「
新
安
来
庁
舎
周
辺

整
備
区
域
」と
し
、市
民
が
利
活
用
で

き
る
空
間
と
し
て
、今
後
、実
施
設
計

を
通
し
て
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

▽
延
床
面
積
…
６
９
０
０
平
方
㍍
程

度
（
う
ち
、
６
０
０
平
方
㍍
は
市
民

交
流
等
の
ス
ペ
ー
ス
）

※
想
定
職
員
数
や
執
務
環
境
調
査
に

基
づ
く
デ
ー
タ
な
ど
を
根
拠
と
し
、

国
が
新
庁
舎
を
建
設
す
る
際
の
算
定

基
準
、
他
団
体
の
庁
舎
規
模
デ
ー
タ

を
参
考
に
算
定
。

新
安
来
庁
舎
は
、
市
民
の
利
用
が

多
い
窓
口
機
能
・
市
民
ス
ペ
ー
ス
機

能
を
１
階
に
集
約
し
、
一
般
事
務
・

議
会
機
能
は
上
層
階
（
２
〜
４
階
）

に
配
置
す
る
計
画
と
し
ま
す
。（
上
表
）

ま
た
、
関
連
す
る
業
務
を
集
約
す

る
部
署
配
置
の
見
直
し
を
行
い
、
各

庁
舎
の
機
能
別
の
業
務
分
担
を
明
確

に
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

部
署
の
再
配
置
後
の
各
庁
舎
の
役
割

▽
新
安
来
庁
舎
…
中
心
市
街
地
振
興

の
中
核
施
設
と
し
て
の
機
能
、
本

庁
舎
と
し
て
の
機
能
（
中
核
・
管

理
部
門
・
市
民
窓
口
部
門
）

▽
広
瀬
庁
舎
・
広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー

…
教
育
・
文
化
・
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
拠
点
機
能

▽
伯
太
庁
舎
…
基
盤
整
備
の
拠
点
機

能
、
農
林
振
興
の
拠
点
機
能

▽
２９
億
２
９
０
０
万
円
（
外
構
・
既

存
建
物
解
体
工
事
、
設
計
・
施
工

管
理
費
、
用
地
費
な
ど
を
含
む
）

▽
平
成
２６
年
度
…
基
本
設
計
、
実
施

設
計
。

▽
平
成
２７
年
度
…
建
設
工
事
着
工
。

※
現
在
の
安
来
庁
舎
１
号
棟
を
使

用
し
な
が
ら
の
工
事
と
な
り
ま
す
。

▽
平
成
２８
年
度
…
新
安
来
庁
舎
完
成

・
業
務
開
始
、
旧
安
来
庁
舎

解
体
・
外
構
工
事
完
了
。

新
安
来
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
安
来
市
民
会
館
の
移
設
建
て
替
え
に
よ

る
跡
地
利
用
や
、
安
来
商
工
会
議
所
の
用
地
提
供
な
ど
の
新
た
な
状
況
を
踏

ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
建
設
計
画
案
を
見
直
し
た
基
本
計
画
を
策
定
し
、
今
後
、

基
本
設
計
や
実
施
設
計
の
策
定
に
向
け
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
基
本
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
新
安
来
庁
舎
の
規
模

■
整
備
計
画
区
域
（
左
図
）

■
事
業
費
（
概
算
）

▽１階…市民課、保険年金課、地域振興課、市民参画課、
人権施策推進課、環境政策課、税務課、納税課、
商工観光課、指定金融機関

▽２～４階…総務課、財政課、人事課、危機管理課、
管財課、秘書課、定住企画課、会計課、選管・監査・
公平委員会事務局、議会事務局、市長室、副市長室

（表）新安来庁舎の配置予定所管課

■
建
設
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
新
安
来
庁
舎
の
部
署
配
置
と
各
庁

舎
の
役
割

■
問
い
合
わ
せ
…
庁
舎
建
設
推
進
室

℡
２３‐

３
０
６
３
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来
市
立
病
院
が
果
た
す
べ
き

役
割
と
取
り
組
み
状
況

▽
市
内
で
唯
一
の
救
急
告
示
病
院
と

し
て
、
救
急
医
療
や
小
児
科
夜
間
救

急
診
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
無

医
地
区
へ
の
巡
回
診
療
、
生
活
習
慣

病
予
防
な
ど
健
康
づ
く
り
へ
の
支

援
、
医
師
や
医
学
生
、
看
護
学
生
、

救
急
救
命
士
な
ど
の
実
習
の
受
け
入

れ
な
ど
、
不
採
算
で
も
地
域
医
療
に

は
必
要
な
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

▽
今
後
は
さ
ら
に
、
中
海
圏
域
に
お

け
る
災
害
時
の
対
応
や
、
島
根
県
防

災
計
画
に
基
づ
く
初
期
被
ば
く
医
療

機
関
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を

担
っ
て
い
き
ま
す
。

▽
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
、
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

不
採
算
な
医
療
を
提
供
し
な
が
ら
も

経
営
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

▽
経
営
健
全
化
へ
の
努
力
を
続
け
ま

し
た
が
、
多
く
の
指
標
が
黒
字
と
な

る
数
値
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
専
門
的
な
医
療
を
強
化
す
る
な
ど

し
て
平
成
１９
年
度
か
ら
の
６
年
間
で

入
院
・
外
来
単
価
は
１
割
程
度
上
昇

し
ま
し
た
が
、
入
院
患
者
の

２
割
減
少
な
ど
を
受
け
、
医

業
収
益
（
収
入
）
は
や
や
減

少
し
ま
し
た
。
職
員
給
与
費

を
は
じ
め
と
す
る
費
用
を
削
減
し
ま

し
た
が
、
収
支
状
況
は
横
ば
い
の
ま

ま
で
改
善
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

職員給与費対
医業収益比率

目標

－

５６．３

５６．５

５５．６

５４．６

６０．２

実績

５８．７

５６．０

５９．７

５７．９

５９．６

６１．４

医業収支比率

目標

－

９４．６

９６．１

９７．７

９９．５

９０．０

実績

９１．４

９４．３

９２．３

９３．３

９１．９

９０．０

経常収支比率

目標

－

９７．０

９８．５

１００.0

１０７.１

９７．６

実績

９４．０

９７．９

９６．０

９８．０

９８．６

９７．９

年度

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

平成２４年度

経

市市
でで
はは
、、
安安
来来
市市
立立
病病
院院
のの
経経
営営
健健
全全
化化
をを
図図
るる
たた
めめ
、、
平平
成成

２２００
年年
度度
にに
５５
年年
間間
をを
見見
据据
ええ
てて
経経
営営
改改
善善
目目
標標
なな
どど
をを
定定
めめ
たた

「「
安安
来来
市市
立立
病病
院院
改改
革革
ププ
ララ
ンン
」」
をを
策策
定定
しし
まま
しし
たた
。。

そそ
のの
後後
、、
市市
民民
モモ
ニニ
タタ
ーー
をを
含含
むむ
評評
価価
委委
員員
会会
でで
達達
成成
状状
況況
なな

どど
のの
評評
価価
をを
続続
けけ
、、
５５
年年
をを
経経
たた
本本
年年
度度
にに
評評
価価
報報
告告
書書
をを
とと
りり

まま
とと
めめ
まま
しし
たた
。。
ここ
ここ
でで
はは
、、
そそ
のの
概概
要要
をを
おお
知知
らら
せせ
しし
まま
すす
。。

改改革革ププラランン評評価価報報告告書書

営
指
標
の
評
価

安安来来市市立立病病院院

※目標値は実績に応じて見直しをしています。

経常収支比率…病院の経営状況をみる指標で、１００％を超えると黒字。

医業収支比率…医業活動による収支状況をみる指標で、１００％を超え

ると黒字。

職員給与費対医業収益比率…収益に対する職員給与の割合で、数値が

低いほど収益性が高い。（民間病院の平均は５７．７％）

単位：％経営効率化に向けた数値目標と実績

安
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●
安
来
市
立
病
院
が
経
営
難
に
陥
っ

た
主
な
原
因
は
患
者
数
の
減
少
で
す

が
、
安
来
市
（
中
で
も
広
瀬
地
区
）

は
人
口
減
少
傾
向
に
あ
り
、
現
在
の

医
療
機
能
の
ま
ま
で
は
将
来
も
患
者

数
が
減
少
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
患
者
減
少
に
合
わ
せ
て
規
模
を
縮

小
す
れ
ば
経
営
は
改
善
で
き
ま
す

が
、
市
内
の
救
急
搬
送
の
６
割
程
度

を
受
け
入
れ
て
い
る
救
急
医
療
体
制

が
維
持
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
在
宅
医

療
や
中
山
間
地
へ
の
医
療
提
供
を
充

実
す
る
必
要
性
が
高
ま
り
、
こ
の
点

か
ら
も
現
状
程
度
の
規
模
を
維
持
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
医
師
が
不
足
す
れ
ば
、
救
急
医
療

や
地
域
医
療
に
対
応
で
き
な
く
な
り

ま
す
。地
域
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、

一
定
以
上
の
規
模
を
維
持
す
る
な

ど
、
大
学
が
医
師
を
派
遣
し
や
す
い

環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
市
内
外
の
病
院
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
化
し
、
ま
た
民
間
の
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
安
来

市
の
医
療
提
供
体
制
の
維
持
・
充
実

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼経営状況は、医業外収支（救急医療などの不採

算事業への補助等）が増加しているが、医業収

支は悪化が続いており、赤字状態の横ばい傾向

が続いている。

▼入院収益は、入院診療単価が増加しているが、

入院患者数が減少している。特に安来地域から

の入院患者の減少の影響を受け、平成２１年度に

約２億円減少して以来回復していない。

▼入院経路の変化をみると、外来からの入院の減

少、他の医療機関からの紹介入院の減少が目

立っている。

▼他の医療機関からの紹介患者数は、紹介元医

療機関医師増員や医療機器整備など医療体制

を強化されたことなどが影響し、減少してい

る。

▼外来診療単価は増加しているが、外来患者数減

少の影響を受け外来収益は悪化している。特に

広瀬地域の減少が目立っている。原因として交

通の不便さが考えられ、来院手段が十分整って

いないことが一因と思われる。

▼診療科別の増減をみると、入院患者は、外科・

泌尿器科・内科の減少が目立ち、外来患者は、

泌尿器科・内科・小児科の減少が目立ってい

る。

▼患者満足度調査の結果は、接遇や医療提供状況

など総じて満足度が増加している。また、不満

点や要望事項については、患者ニーズを把握

し、質の向上に取り組んでいる。

来
市
立
病
院
は
、
経
営
改
善

を
図
り
な
が
ら
も
、
地
域
医

療
の
核
と
な
る
よ
う
な
質
の
高
い
医

療
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
市
民
の
皆
さ

ん
に
永
続
的
に
愛
さ
れ
る
病
院
に
な

る
よ
う
、
今
後
も
改
革
を
手
を
緩
め

ず
一
層
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

価
・
分
析
を
踏
ま
え
た
今
後

の
方
向
性

て
い
し
ん
し
ゅ
う

●

体
へ
の
負
担
が
少
な
い
低
侵
襲
治

療
や
高
齢
内
科
の
導
入
な
ど
、
特
徴

の
あ
る
医
療
を
提
供
し
て
患
者
数
の

増
加
に
努
め
ま
す
。

●

地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携
強

化
に
よ
り
、
医
療
機
能
に
相
応
し
い

患
者
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

●

経
費
削
減
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

に
努
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
０
７

・
安
来
市
立
病
院

℡
３２‐

２
１
２
１

今
後
の
検
討
課
題

⇒経営状況の悪化の原因は、全体的な患者

の減少が大きな要因であるが、特に入院収

益の減少が影響していることが確認された。

「安来市立病院」経営状況の分析

安評
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住民が主体となり、地域でお年寄りの見守りや防災活

動などを創意工夫して取り組んでいる団体を島根県が表

彰する、「平成 25 年度しまね流福祉のまちづくり活動団

体」に、やすぎ錦町自治会が選ばれました。

同自治会では、「みんなで声をかけあい、助け合おう

よ！」をスローガンに、平成 23 年６月に自主防災隊を

立ち上げ、防災委員を男女問わず選出して役割を担う男

女共同参画によるさまざまな防災活動を展開していま

す。また、万一の救急時などに備え、同意を得た要援護

者には、かかりつけ医や緊急連絡先などを記載した首か

け式の「こころカード」を配布するなど、地域の安全安

心を高め、思いやりのあるまちづくりを進めています。

安来の歴史を知り、後世に語り伝える活動に取り
てる き

組む「安来を知る会」（岩佐暠己会長）が、地元画
しゅんしゅん

家の松本春々氏が昭和４年に完成させた「安来神

社夏季例祭奉納屋台絵巻」（安来市指定文化財）を、

分かりやすく解説した冊子を発行しました。

絵巻物は、安来神社の祭りで明治初期まで続いた

安来芝居（子ども芝居）の様子を、水墨・淡彩の絵
さん

と讃（画中に加える説明文）で描いた作品。地域を

あげて盛大に行われていたことや、安来の風習や情

景などをうかがい知ることができる貴重な資料であ

るとして、同会が子どもたちにも知ってもらおう

と、讃の読み方や注釈などの解説を付

けています。

２月２５日、市役所を訪れ、近藤市長に受賞報告

を行った、自治会長の赤江吉正さん（中央）と
や はぎ

自主防災隊事務局の矢削重紀さん（左）。

解
説
本
を
手
に
す
る
岩
佐
会
長
。

※
１
冊
１
３
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
は
、

社
日
交
流
セ
ン
タ
ー
℡
２３‐

２
０
４
８
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天下統一を目指した織田信長と、尼子家再興に尽

くした山中鹿介にスポットを当てた、「鹿介と信長の

縁」が 2月 9日、安来節演芸館で開催され、来場者は

２人の英雄が織りなした戦国絵巻を楽しみました。

このうち、「Dr.コトー診療所」の著者として知ら

れる漫画家で、「ぎふ信長大使」を務める山田貴敏

氏と、NPO法人出雲学研究所理事長の藤岡大拙氏

らが出演したシンポジウムでは、信長が鹿介を自分

の家来のようにかわいがっていたことなどを紹介し、山田さんは「負けても何度も立ち上がると

ころが昔の自分をみるようだったのではないか」と推測。鹿介と信長が対面した際のエピソード

などにも触れ、信長と鹿介の魅力について語りました。

山中鹿介らの大河ドラマ登場

を観光などに生かそうと、市内

各所でＰＲ活動が行われていま

す。

観光交流プラザ（ＪＲ安来駅

隣接）や道の駅広瀬富田城で

は、特設コーナーを開設。鹿介

に関する書籍や月山富田城跡を

紹介するパンフレットを設置す

るなどしています。

また、広瀬庁舎には、漫画家・

山田貴敏さんが描いた鹿介のイ

ラストを、伯太庁舎には、太兵

衛をモチーフにした「もり太く

ん」をそれぞれあしらった懸垂

幕が登場して、観光 PRに一役

買っています。

母里小学校 6年生の

児童11人が2月21日、

稲美町立母里小学校

（兵庫県）を訪問して

交流を深めました。

校名が同じ両校は、

黒田官兵衛の家臣とし

て活躍した武将・母里

太兵衛にゆかりがあり（稲美町は太兵衛の出身地とさ

れ、母里地区は太兵衛の母親の出身地という説が残って

いる）、大河ドラマの放映が決まった平成 24 年秋から文

通を始め、昨年は、稲美町の学校関係者が安来を訪れる

など、交流を続けていました。

今回の訪問では、安来の母里小児童が、地名の由来や

特産のチューリップなどをクイズ形式で紹介。給食や大

なわとびなどを一緒に楽しむなど、「母里」のご縁を深

めていました。

対
談
す
る
山
田
貴
敏
氏
（
中
央
右
）

と
藤
岡
大
拙
氏
（
中
央
左
）

ＮＨK大河ドラマ「軍師官兵衛」に、安来市ゆかりの武将、山中鹿介と母里太兵衛の 2人が

登場し、市内でも、各地で関連イベントが開催されています。

●懸垂幕、特設コーナー登場

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

●信長と鹿介の人間性にせまる

●兵庫県の母里小と“もりもり交流”
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広瀬町走ろう会が２月 16 日に開催され、参加し

た小学生から大人までの約 130 人が、広瀬中学校

を発着点に飯梨川沿いの道路をコースとする 1.5

㌔から 10 ㌔までの９種目に分かれて健脚を競いま

した。

この大会は、子どもたちをはじめ、地域住民の

陸上長距離の競技力向上や人材発掘などを目的

に、約 20 年前に住民有志数名の企画で開催。以来、

多くの人のつながりで大会が支えられ、開催され

てきましたが、運営の継続が難しくなってきたこ

とから、今回で幕が閉じられることとなりました。

参加者は、惜しみつつも元気に走りきり、最後

の大会に華を添えていました。

古代荒島の古墳についてまとめた本「親子で古代出

雲の荒島を歩く」を、松江歴史館の専門官・宍道正年

さんが出版されました。

宍道さんは、平成 24 年に荒島交流センターの歴史

講座の講師を務めたのが縁で、荒島の歴史に興味を持

たれ、「荒島は、わずか２㌔四方の狭い範囲に、約 400

年もの間、絶え間なく大規模な古墳が作られ続けた場

所で、全国にも例がない“古代史の宝庫”」と話します。

本は、かわいらしいキャラクターアラ君とシマちゃ

んが、お父さんと一緒に荒島の古墳を巡る内容で、子

どもにも分かりやすく解説。宍道さんは、「この本を持っ

て歴史観光をしてほしい」と笑顔で話していました。

赤江交流センターで 2月 8日、なかうみ交響楽

団による「冬のミニコンサート」が行われ、子ど

もからお年寄りまでの多くの人が、美しい管弦楽

の音色に聞き入りました。

コンサートでは、弦楽四重奏からソロ、オーケ

ストラなど多彩な形態で全９曲を披露。クラシッ

クを中心に、ジブリアニメのテーマ曲やチャリ

ティーソング「花は咲く」など、親しみのある曲

も演奏され、観客を楽しませました。
か のん

楽団と一緒に演奏した第一中学校の松崎花音さ

んは、「（演奏時の）雰囲気に圧倒

された」と様子を話していました。地元の中学生らが一緒に協奏する一幕も。

２０



伯太中学校２年生の生徒 33 人が、一年間かけ
て熟成させた無添加のしょう油「マイ醤油」を搾
る体験学習が３月６日、同校で行われました。
地産地消の食育に取り組む「フードチャレンジ
やすぎ」副代表で大正屋醤油店の山本周作さんが
指導にあたり、昨年３月、安来産の大豆を使って
ペットボトルにしょう油を仕込み、昔ながらの作
り方で発酵させました。この日は、搾り器を使っ
てしょう油をビンに移し、手作りのラベルを張っ
てマイ醤油を完成。その後、豆腐店「角久」の角
寛志さんが安来産大豆で作った、できたての豆腐
にしょう油をかけて試食するなど、安来の食文化
を考える機会となりました。

県内の歴史・文化・自然などの地域資源を活用した観

光振興の取り組みを紹介する「しまね 19 市町村リレー

トーク」（主催：神々の国しまね実行委員会）が 2月 16

日、安来節演芸館で開かれました。

始めに比婆山再生活性化協議会の山本智明事務局長

が、井尻地区の比婆山を中心とした中山間地域での取り

組みを紹介。次にさぎの湯温泉根っこの会の田辺大輔事

務局長が、会の活動や経緯を説明したほか、観光客のニー

ズが多様化していることを指摘し、「お客さんの想像を超

えることが重要」と話しました。最後は、津和野町観光

協会の斉藤謙一事務局長が経済効果を重視した観光政策

を紹介するなど、来場者は身近な事例を通して魅力ある

地域づくりのきっかけを学んでいました。

県内最大のイチゴ生産量

を誇る安来では、ブランド

「やすぎのいちご」を市内

外 に PRし よ う と２月２３

日、「やすぎのいちごフェ

ア」が道の駅あらエッサで

開催されました。

イチゴ色に染まった会場

では、朝から多くの人が詰めかけ、生イチゴや

イチゴピューレを使った新作和洋菓子などを手

に取り、次々と購入する姿が見られました。ま

た、２００人分の巨大イチゴケーキが配布される

と、ケーキを手にした人は真っ赤なイチゴをお

いしそうにほおばり、甘みが強い「やすぎのい

ちご」を堪能していました。

①①

や
す
ぎ
の
い
ち
ご
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や
す
ぎ
の

い
っ
ち
ゃ
ん
」
も
お
披
露
目
。

③③

「観光まちづくりと

住民参加」をテーマ

に熱弁をふるった 3

人の講師

①…山本智明さん

②…田辺大輔さん

③…斉藤謙一さん

②②

子子どどももたたちちがが参参加加ししたた

長長ささ１１００㍍㍍ももああるる

巨巨大大ケケーーキキづづくくりり

（上）搾ったしょう油をビンに

移す生徒たち。

（右）完成したマイ醤油。
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新新着着図図書書紹紹介介

和食の知られざる世界 辻芳樹

シンパパ！ 大浦龍宇一

下町ボブスレー 細貝淳一

キャリア警部・道定聡の苦悩

五十嵐貴久

アフリカッ！ 松村美香

雪月花黙示録 恩田陸

おとこのるつぼ 群ようこ

人生のお福分け 清川妙

〈お子さんのほん〉

にげだした王さま 宮下すずか

いすおばけぐるぐるんぼー

角野栄子

路上のストライカー

マイケル・ウィリアムズ

夜隠れおせん（火盗改鬼与力）

鳥羽亮

一千兆円の身代金 八木圭一

峠越え 伊東潤

ＷＯＮＤＥＲ ＳＰＯＴ世界の

絶景・秘境 100 星美堂

面倒だからしよう 渡辺和子

七浦巡り万葉花旅日記 島根半

島四十ニ浦Ⅲ 原美代子

〈お子さんのほん〉

世界の果ての魔女学校 石崎洋司

フィッシュ L.S.マシューズ

身近な魚のものがたり 小泉光久

ちかちかぴかり

ナンシーデイビス/絵

天満月夜の怪事（ケチ）浅黄斑

海よかもめよ 水田勁

大江戸遊び暮らし 南房秀久

札幌アンダーソング 小路幸也

機龍警察未亡旅団 月村了衛

破門 黒川博行

乱丸 上・下 宮本昌孝

ぎやまん物語 北原亞以子

波形の声 長岡弘樹

〈お子さんのほん〉

まねしんぼう みやにしたつや

ピンクのいる山 村上康成

移動する人口 鬼頭宏

画本風の又三郎 藤城清治

見学！日本の大企業ＡＮＡ

こどもくらぶ ●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３７－００５０

あ
な
た
の
施
設
に
本
を
届
け
ま
す

自
宅
か
ら
図
書
館
ま
で
が
遠
距
離
で
あ
る
な
ど

の
た
め
来
館
が
困
難
な
人
が
、
市
内
の
施
設
を
利
用
す

る
際
に
図
書
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
施
設
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
の
あ
っ

た
施
設
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
図
書
の
貸
し
出
し
を
行
い

ま
す
。

対

象

市
内
の
施
設
（
介
護
施
設
・
病
院
・
企
業
・
団
体
な
ど
）

℡３２－４４５５

貸
出
冊
数

１
セ
ッ
ト
▽
図
書
…
３０
冊
〜

▽
紙
芝
居
…
１０
冊
〜

（
２
０
０
冊
ま
で
。
セ
ッ
ト
単
位
で
の
申
し
込
み
）

貸
出
期
間

１
年
以
内
（
年
度
ご
と
に
更
新
）

貸
出
方
法

１
〜
３
カ
月
ご
と
に
図
書
館
職
員
が
各
施
設
を
巡
回
し
、
図

書
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま
す
。

申
込
方
法

随
時
受
付
。
申
込
書
を
安
来
市
立
図
書
館
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
市
立
図
書
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

■問い合わせ

安来市立図書館 ℡２２‐２５７４

●平日の閉館時刻

19 時から 20 時になります

（土日祝日は 18 時）

●平日の閉館時刻

１8時から１9時になります

（土日祝日は１７時)

図図書書館館のの開開館館時時間間をを

変変更更ししまますす

℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ

４月１日㈫から次のと

おり閉館時刻が変更にな

ります。

安安来来市市立立図図書書館館

ははくくたた図図書書室室

２２



Ｅ
Ｍ
（
有
用
微
生
物
群
）

の
活
用
を
主
体
に
、
河
川
や

海
の
浄
化
、
生
ご
み
の
た
い

肥
化
な
ど
、
環
境
・
健
康
・

農
業
へ
の
問
題
解
決
に
取
り

組
み
、
循
環
型
社
会
づ
く
り

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
河
川
の
浄
化
活
動

Ｅ
Ｍ
を
米
の
と
ぎ
汁
に
加

え
た
発
酵
液
や
、
Ｅ
Ｍ
を
土

な
ど
に
練
り
こ
ん
だ
Ｅ
Ｍ
団

子
を
、
毎
月
、
城
谷
地
区
の

河
川
に
投
入
し
て
い
ま
す
。

▽
中
海
の
環
境
改
善

十
神
地
区
の
自
治
会
な
ど

と
協
力
し
て
、
十
神
川
下
流

に
Ｅ
Ｍ
活
性
液
や
Ｅ
Ｍ
団
子

を
投
入
。
毎
年
「
海
の
日
」

に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま

す
。（
今
年
は
７
月
２０
日
に

実
施
予
定
）

▽
Ｅ
Ｍ
だ
ん
ご
づ
く
り
教
室

保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
で

実
施
。
次
は
６
月
７
日
９
時

か
ら
安
来
港
で
行
い
ま
す
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

河
川
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
で
、
中
海
も
き
れ
い
に
な

り
、
昔
の
よ
う
に
亀
島
ま
で

泳
い
で
渡
れ
る
日
を
目
指

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

▼
通
年
業
務

市
民
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
や
情
報

提
供
、
情
報
冊
子
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

加
盟
団
体
の
連
携
強
化
を
図
り
、
広
報
紙
発
行
や
交
流
会
な

ど
を
行
い
、
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

▼
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会

加
盟
団
体
間
の
交
流
会
。
今
年
度
は
、「
食
で
つ
な
が
る

交
流
会
」
と
題
し
、
食
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
や
持
ち
寄
っ

た
食
材
を
調
理
・
試
食
し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ

１１
月
２０
日
、
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
で
第
３
回
を
開
催
。
各

団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
活
動
Ｐ
Ｒ
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
、
来
場
者
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
ま
し
た
。

２２３３

●問い合わせ

やすぎボランティア団体ネットワーク

事務局 （市民参画課内） ℡２３‐３０６７

身
近
な
場
所
か
ら
環
境
改
善

やすぎ

ボランティア団体

ネットワークの

活活動動ににつついいてて

皆さんに利活用していただくため、

ネットワークに加盟する団体をシリーズ

で紹介しています。

１
年
間
に
わ
た
り
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
加
盟
す
る
２３
団
体
の
活

動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
最
終
回
の

今
回
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ＦＩＬＥ

最
終
回

ＥＥ
ＭＭ
でで
自自
然然
とと

生生
命命
をを
育育
むむ
会会

１２

やすぎ

ボランティア団体
ネットワーク

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
、
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
、
自
ら
が
周
り
を
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で

す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
う
し
た
心
を
つ
な
げ
広
げ
る

こ
と
を
お
手
伝
い
し
、
と
も
に
支
え
合
い
、
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

代
表

藤
原
常
義

℡
０
９
０‐

４
８
９
４‐

７
６
３
６

２３



環
境
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

※※
①①
〜〜
④④
は
、
市
議
会
３
月
定

例
会
で
平
成
２６
年
度
予
算
の
議

決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課
ま

た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

①①
水
環
境
保
全
事
業
の
補
助

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
２

環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
水
環
境

の
保
全
に
つ
な
が
る
活
動
に
取

り
組
む
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

募
集
期
間

４
月
１
日
㈫
〜
４

月
３０
日
㈬

②②
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

費
の
補
助（
住
宅
用
・
事
業
所
用
）

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
２

環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
（
市
の
指
定

登
録
店
で
の
購
入
・
設
置
が
条
件
）

申
請
受
付

４
月
１５
日
㈫
か
ら

③③
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

指
定
登
録
店
の
受
け
付
け

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐
３
１
０
２

前
記
②
の
補
助
は
、
市
の
指

定
登
録
店
で
の
購
入
・
設
置
を

条
件
と
し
て
お
り
、
そ
の
指
定

店
を
募
集
し
ま
す
。

申
請
受
付

４
月
１
日
㈫
か
ら

④④
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
設
置

費
の
補
助

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
２

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
促
進
を
図
る
た
め
、
ペ
レ
ッ

ま
き

ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー
ブ
、

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
、
薪
ボ
イ

ラ
ー
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

申
請
受
付

４
月
１
日
㈫
か
ら

⑤⑤
狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射
と

イ
ヌ
の
登
録

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
０
９
８

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
イ

ヌ
は
生
涯
に
１
回
の
登
録
と
、

生
後
９１
日
以
上
の
場
合
は
、
年

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

接
種
方
法

以
下
の
日
程
表
の

ご
都
合
の
良
い
場
所
に
、
市
か

ら
郵
送
（
４
月
上
旬
を
予
定
）

す
る
ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
の
上
、

必
ず
イ
ヌ
を
制
御
で
き
る
人
が

お
連
れ
く
だ
さ
い
。

イ
ヌ
の
登
録

未
登
録
の
イ
ヌ

は
、会
場
で
登
録
が
で
き
ま
す
。

料
金
（
１
匹
当
た
り
）

▽
注
射
…
３
０
０
０
円
（
ワ
ク

チ
ン
代
２
４
５
０
円
、
注
射
済

票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）
※

消
費
税
等
の
改
定
に
よ
り
４
月

か
ら
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

▽
登
録
…
３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
動
物
病
院
で
も
注

射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
市
外
で
受
け
た
場
合
は
、
環

境
政
策
課
で
注
射
済
票
の
交
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
）

▽
イ

ヌ
が
死
亡
し
た
場
合
、
イ
ヌ
の

所
在
地
や
飼
い
主
を
変
更
し
た

場
合
は
、
環
境
政
策
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い

▽
広
瀬
・
伯
太

地
域
の
日
程
な
ど
は
来
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期

日

時

間

場

所

４
月２１

日
㈪

９
時
１０
分
〜
１０
時
００
分

元
Ｊ
Ａ
切
川
代
理
所

１０
時
１０
分
〜
１０
時
４０
分

赤
崎
公
会
堂

１０
時
５０
分
〜
１１
時
１５
分

能
義
●交

１３
時
２０
分
〜
１４
時
００
分

宇
賀
荘
●交

１４
時
１０
分
〜
１４
時
４０
分

元
Ｊ
Ａ
折
坂
倉
庫

１４
時
５０
分
〜
１５
時
２０
分

大
塚
●交

２２
日
㈫

９
時
１０
分
〜
９
時
４０
分

運
動
公
園
佐
久
保
側
入
口

１０
時
００
分
〜
１０
時
３０
分

十
神
山
公
園
駐
車
場

（
向
陽
寺
横
）

１０
時
５０
分
〜
１１
時
１０
分

福
井
町
公
会
堂

１３
時
３０
分
〜
１３
時
４５
分

細
井
公
民
館

１３
時
５５
分
〜
１４
時
２５
分

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
支
所
経
済
課

（
元
Ｊ
Ａ
島
田
代
理
所
）

１４
時
３５
分
〜
１４
時
５０
分

門
生
公
会
堂

１５
時
００
分
〜
１５
時
３０
分

吉
佐
公
民
館

２４
日
㈭

９
時
１０
分
〜
９
時
４０
分

論
田
公
会
堂

９
時
５０
分
〜
１０
時
２０
分

上
荒
島
公
会
堂

１０
時
３０
分
〜
１１
時
００
分

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
元
Ｊ
Ａ
荒
島
代
理
所
）

１３
時
３０
分
〜
１４
時
００
分

赤
江
●交

１４
時
１５
分
〜
１４
時
４５
分

神
塚
公
会
堂

１５
時
００
分
〜
１５
時
３0
分

西
中
津
公
会
堂

２５
日
㈮

９
時
３０
分
〜
１０
時
２０
分

飯
梨
●交

１０
時
４５
分
〜
１１
時
１５
分

吉
田
●交

２６
日
㈯

９
時
３０
分
〜
１１
時
００
分

安
来
●庁
（
中
庭
駐
車
場
）

２７
日
㈰

■
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表
（
安
来
地
域
）

行行

政政

２４



⑥⑥
下
水
路
清
掃
土
砂
の
回
収

●申
●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
１

平
成
２６
年
度
の
下
水
路
（
生

活
排
水
路
）
清
掃
に
よ
り
発
生

す
る
土
砂
の
回
収
の
申
し
込
み

を
、次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
日
時

４
月
９
日
㈬
午
前

８
時
か
ら

受
付
場
所

環
境
政
策
課
（
安

来
●庁
）

申
込
方
法

▽
申
込
書
を
環
境

政
策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。申
込
書
は
、環
境
政
策
課（
安

来
●庁
）
、
広
瀬
・
伯
太
各
●地
に

設
置
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

注
意
事
項

▽
下
水
路
（
生
活

排
水
路
）
の
清
掃
に
よ
っ
て
生

じ
た
土
砂
の
み
回
収
し
ま
す

▽
土
砂
は
土
の
う
袋
に
入
れ
て

く
だ
さ
い

▽
回
収
は
清
掃
日

の
翌
日
ま
た
は
２
日
後
に
行
い

ま
す
の
で
、
交
通
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い

▽
不
燃
物
（
金
属
・
ガ
ラ

ス
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
ビ

ン
、
埋
め
立
て
ご
み
）
や
、
燃

や
す
ご
み（
紙
く
ず
、
草
や
木
）

な
ど
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
溝
ふ
た
上
げ
機
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
申
込
書
の
記
載
欄

に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
貸
出
台

数
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
希
望
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

⑦⑦
煙
霧
消
毒
の
受
付

●問
環
境
政
策
課
℡
２３‐

３
０
９
８

お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
り
手

続
き
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●●
安
来
地
域
・
伯
太
地
域
（
煙

霧
消
毒
機
の
貸
し
出
し
）

●申
環
境
政
策
課

貸
出
期
間

５
月
１０
日
㈯
〜
１０

月
２６
日
㈰
（
㈪
㈮
を
除
く
）

申
込
期
間

▽
窓
口
受
付
…
４

月
７
日
㈪
午
前
８
時
か
ら
受
け

付
け
ま
す

▽
電
話
受
付
…
４

月
８
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
に
必
要
な
事
項

①
自
治
会
名（
ま
た
は
個
人
名
）

②
希
望
日(

午
前
・
午
後
の
別)

③
エ
ン
ジ
ン
式
・
電
気
式
の
別

④
使
用
台
数

⑤
実
施
戸
数

そ
の
他

▽
薬
剤
と
機
械
燃
料

は
、
申
込
者
で
購
入
準
備
を
お

願
い
し
ま
す

▽
消
毒
機
の
貸

し
出
し
分
散
の
た
め
、
平
日
の

煙
霧
消
毒
実
施
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

●●
広
瀬
地
域
（
事
業
者
に
よ
る

煙
霧
消
毒
の
実
施
）

●申
広
瀬
●地
ま
た
は
山
佐
・
布
部
・

比
田
各
出
張
所
、
環
境
政
策
課

※
自
治
会
ご
と
に
希
望
者
を
と

り
ま
と
め
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

５
月
２６
日
㈪
〜
６

月
１４
日
㈯

申
込
期
間

４
月
８
日
㈫
〜
４

月
１８
日
㈮

料
金

１
軒
当
た
り
１
５
０
０

円
（
薬
剤
・
燃
料
費
を
含
む
）

そ
の
他

煙
霧
消
毒
機
の
貸
し

出
し
を
希
望
す
る
場
合
は
、
環

境
政
策
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

７０
歳
〜
７４
歳
の
国
保
加
入
者
が

支
払
う
医
療
費
等
の
窓
口
負
担

割
合
は
引
き
続
き
１
割
で
す

●問
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
７

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

７０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
人
（
高

齢
受
給
者
証
の
資
格
者
）
が
、

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う

医
療
費
等
の
負
担
割
合
は
、
４

月
か
ら
「
２
割
」
へ
の
見
直
し

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
２６
年
４
月
か
ら
７５
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
ま
で
の
間
は
、

引
き
続
き
「
１
割
」
負
担
に
据

え
置
か
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成
２６
年
４
月
２
日

以
降
に
７０
歳
を
迎
え
る
人
の
窓

口
負
担
割
合
は
、
来
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
他

▽
負
担
割
合
が
「
３

割
」
の
人
お
よ
び
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
一

定
の
障
が
い
認
定
を
受
け
た
人

を
除
き
ま
す

▽
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
３
月
中
に
お
送
り

し
ま
す
。
４
月
以
降
は
、
新
し

い
受
給
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。
※
現
在
お
持
ち
の
受
給
者

証
は
、一
部
負
担
割
合
の
欄
に
、

「
２
割
（
平
成
２６
年
３
月
３１
日

ま
で
は
１
割
）
」
と
記
載
し
て

あ
り
ま
す
。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

一人一人が交通ルールとマナーを守り、交通事

故を起こさないよう努めましょう。

※特に、次のことを守りましょう。

①自転車は車道が原則、歩道は例外。

②車道は左側を通行（右側通行は禁止）。

③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行。

④安全ルールを守る。

・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止

・夜間はライトを点灯

・交差点での信号順守と一時停止・安全確認

⑤子ども（13歳未満）はヘルメットを着用。

２．全ての座席のシートベルトと

チャイルドシートの正しい着用

の徹底

３．飲酒運転の根絶

●問市民参画課 ℡２３‐３０６９

運動期間…４月６日㈰～１５日㈫

全全国国交交通通安安全全運運動動

子子どどももとと高高齢齢者者のの交交通通事事故故防防止止

１．自転車の安全利用の推進

運動の基本は

運動の重点

春春
のの

２５



国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

●問
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
６

・
松
江
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

９
５
４
２

●●
学
生
納
付
特
例

学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
１０
年
間
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。
利
用
さ
れ
る
人
は
、

年
度
ご
と
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間

▽
平
成
２６
年
度
（
平
成
２６
年
４

月
分
〜
平
成
２７
年
３
月
分
）
…

４
月
１
日
よ
り
受
付
開
始
。

※
平
成
２５
年
度
以
前
の
申
請
に

つ
い
て
は
、
別
途
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

保
険
年
金
課
（
安

来
●庁
③
窓
口
）
、
広
瀬
・
伯
太

各
●地
（
広
瀬
・
伯
太
各
●庁
）
、

松
江
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
松
江
市
東
朝
日
町
）

必
要
書
類

年
金
手
帳
、印
鑑
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

コ
ピ
ー
。

そ
の
他

平
成
２６
年
１
月
１
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申
請

の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●●
免
除
申
請
が
で
き
る
対
象
期

間
が
拡
大
さ
れ
ま
す

所
得
が
少
な
い
と
き
や
、
失

業
な
ど
に
よ
り
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
を
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

平
成
２６
年
４
月
か
ら
は
、
申

請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月

分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年

所
得
に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
免
除
が
承

認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

受
付
場
所

保
険
年
金
課
（
安

来
●庁
③
窓
口
）
、
広
瀬
・
伯
太

各
●地
（
広
瀬
・
伯
太
各
●庁
）
、

松
江
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
松
江
市
東
朝
日
町
）

必
要
書
類

年
金
手
帳
、印
鑑
、

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
。

そ
の
他

平
成
２６
年
１
月
１
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申
請

の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

・①～②…８月支給分（４～７月分）

・③～⑤…５月支給分（２～４月分）
※２～３月分は改定前の額。

●上記の各手当は、毎年の消費者物価指数の変動に応じ

て手当額を改定するスライド措置がとられていますが、

物価下落時に据え置かれた経過から、かさ上げされてい

る特例水準（1.7 ㌫）が、平成 25年度から平成 27年

度までの３年間で段階的に解消されます。

これに伴う単価改定は、平成 25年 10月分から行っ

ていますが、今回は、平成 26年 4月分以降の手当額を

変更するものです。今後は、平成 27年 4月にも改定が

ある予定です。

・全額支給…41,020 円（改定前 41,140 円）

・一部支給…41,010 円～9,680 円

（改定前 41,130 円～9,710 円）

児童扶養手当などの手当額が変わります

①児童扶養手当

②特別児童扶養手当

③特別障害者手当

④障害児福祉手当

⑤経過的福祉手当

●問福祉課・①…福祉係 ℡２３‐３２１１

・②～⑤…障がい者福祉係

℡２３‐３２１６

・１級…49,900 円（改定前 50,050 円）

・２級…33,230 円（改定前 33,330 円）

・26,000 円（改定前 26,080 円）

・14,140 円（改定前 14,180 円）

・14,140 円（改定前 14,180 円）

改定内容（手当額は月額）

支給額の変更時期

平成 26年４月分から

安来市議会では、市民の皆さんに開か

れた議会を目指し、定例議会報告や意見

交換をテーマに議会報告会を開催します。

日 時 ４月２５日㈮１９時～

場 所 ・安来中央●交

・ＪＡやすぎみなみ支所

・飯梨●交

・布部●交

・母里●交

※５会場で同時に開催します。

その他 ・どの会場に参加されても構い

ません。（予約不要）

・市議会議員が４人ずつ出席し

ます。

●問議会事務局 ℡２３‐３１２５

議会報告会を開催します

２６



平
成
２６
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

●問
税
務
課
固
定
資
産
税
セ
ク
シ

ョ
ン
℡
２３‐

３
０
５
１

納
税
者
（
代
理
人
を
含
む
）

の
皆
さ
ん
が
、
所
有
す
る
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ

る
か
ど
う
か
を
比
較
す
る
た
め
、

市
内
の
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日
㈫
〜
６

月
２
日
㈪
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５

分
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所

税
務
課（
安
来
●庁
向

か
い
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
別
棟
）

持
ち
物

運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
）

●●
平
成
２６
年
度
固
定
資
産
課
税

明
細
書
を
お
送
り
し
ま
す

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
、
平
成

２６
年
度
固
定
資
産
の
課
税
内
容

を
把
握
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
課
税
明
細
書
」
を
４
月
初
旬

に
お
送
り
し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種
）

●申
●問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２‐

２７‐

５
８
１
９

期
日

６
月
２２
日
㈰

場
所

松
江
市
ほ
か

受
付
期
間

４
月
３０
日
㈬
〜
５

月
１３
日
㈫
（
電
子
申
請
は
４
月

２７
日
㈰
〜
５
月
１０
日
㈯
）

そ
の
他

受
験
願
書
は
、
安
来

市
消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
（
乙
種
第
４
類
の
み
）

●問
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会
連

合
会

℡
０
８
５
２‐

２２‐

７
２
０
２

期
日

５
月
１４
日
㈬
・
１５
日
㈭

場
所

テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

（
松
江
市
北
陵
町
）

そ
の
他

申
請
書
は
、
４
月
１

日
か
ら
安
来
市
消
防
本
部
、
広

瀬
・
伯
太
各
分
署
、
比
田
分
駐

所
に
設
置
。

安
来
市
広
域
生
活
バ
ス
（
イ
エ

ロ
ー
バ
ス
）
の
車
内
広
告
募
集

●申
●問
市
民
参
画
課

℡
２３‐

３
０
６
９

募
集
対
象

市
内
に
本
・
支
店

を
置
く
民
間
事
業
者
。
（
広
告

代
理
店
も
可
）

対
象
車
両
数
・
広
告
枠
数
な
ど

▽
３３
人
乗
り
…
２
台
、
車
内
片

側
窓
上
額
面
に
各
５
枠
。

▽
６０
人
乗
り
…
１
台
、
車
内
両

側
窓
上
額
面
８
枠
。

広
告
枠
の
大
き
さ
（
上
限
）

縦
３６
・
４
×
横
５１
・
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル（
Ｂ
３
サ
イ
ズ
相
当
）

掲
載
料
（
１
枠
当
た
り
）

月
額
１
０
０
０
円
。

掲
載
期
間

１
カ
月
単
位
で
最

長
１２
カ
月
。

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
書

類
を
添
え
市
民
参
画
課
（
安
来

中
央
●交
）
に
提
出
。
※
郵
送
可
。

募
集
期
間

４
月
１
日
㈫
〜
４

月
３０
日
㈬
必
着
（
募
集
数
に
達

し
な
い
場
合
は
、
募
集
期
間
終

了
後
も
随
時
受
け
付
け
）

決
定
方
法

市
が
定
め
る
要
綱

な
ど
に
基
づ
き
審
査
・
決
定
し

ま
す
。（
募
集
数
を
超

え
る
場
合
は
抽
選
）

被保険者証に記載の単位数・

自己負担額

改定前

4,970 単位・円

10,400 単位・円

16,580 単位・円

19,480 単位・円

26,750 単位・円

30,600 単位・円

35,830 単位・円

改定後

5,003 単位・円

10,473 単位・円

16,692 単位・円

19,616 単位・円

26,931 単位・円

30,806 単位・円

36,065 単位・円

要介護状態

区分

（要介護度）

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

介護保険サービスは、要介護度に応じて

１カ月に１割負担で利用できる上限額（区

分支給限度基準額）が設けられています。

４月から消費税が８㌫に引き上げられ

ることに伴い、介護報酬の改定が行われ、区分支給限

度基準額が次のとおり変更となります。

●被保険者証はそのままお使いいただけます

現在、要介護認定を受けている人がお持ちの

介護保険被保険者証には、要介護度に応じた区

分支給限度基準額（単位数）が記載されていま

すが、４月以降は改定後の額（単位数）になり

ます。

※介護報酬の改定により、これまでと同じ介護

サービスを利用していても、４月からは利用料

が変更となる場合があります。

平成 26年４月からの消費税引き上げに伴い

●問高齢者安心課 ℡２３‐３２９２

区分支給限度額基準額（１カ月当たり）

介護保険サービスの利用限度額

（区分支給限度基準額）が変わります

２７



し
ま
ね
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す

●申
●問
島
根
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推

進
課
内
「
し
ま
ね
田
舎
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
事
務
局
」

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
０
６
８

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。
（
未
成
年
者
は
保

護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
）

応
募
点
数

一
人
１
点
。
（
応

募
作
品
は
、
応
募
者
が
著
作
権

を
有
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

で
、
ほ
か
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

で
入
選
し
て
い
な
い
も
の
。
デ

ザ
イ
ン
ソ
フ
ト
で
制
作
し
て
く

だ
さ
い
）

募
集
期
限

５
月
３０
日
㈮

発
表
と
表
彰

審
査
結
果
は
本

人
に
通
知
。
グ
ラ
ン
プ
リ
１
点

（
賞
金
１０
万
円
）
、
優
秀
賞
２

点
（
賞
金
３
万
円
）
。

そ
の
他

詳
し
く
は
、
し
ま
ね

田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
島
根
イ
ン
青
山
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

●問
島
根
県
人
事
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

６
０
０
５

「
島
根
イ
ン
青
山
」
は
、
都

内
に
宿
泊
す
る
島
根
県
民
の
皆

さ
ん
が
、
安
価
で
安
心
し
て
宿

泊
で
き
る
ホ
テ
ル
で
す
。
旅
行

に
、
出
張
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

所
在
地

東
京
都
港
区
南
青
山

７‐

１‐

５（
Ｊ
Ｒ
渋
谷
駅
よ
り

都
営
バ
ス
で
約
５
分
、
地
下
鉄

表
参
道
駅
よ
り
徒
歩
で
約
１２
分
）

宿
泊
料
金
（
県
民
料
金
）

シ
ン
グ
ル
５
９
０
０
円
、ツ
イ

ン
・
ダ
ブ
ル
９
２
０
０
円
（
各

１
泊
税
込
み
。
４
月
か
ら
の
消

費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
新
料
金

で
す
）

予
約
先

県
民
専
用
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
℡
０
１
２
０‐

６２‐

３

５
１
０
（
島
根
イ
ン
青
山
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
県
民
予
約
サ
イ

ト
」
か
ら
も
予
約
で
き
ま
す
）

米
子
鬼
太
郎
空
港
へ
は
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●問
米
子
空
港
ビ
ル

℡
０
８
５
９‐

４５‐

６
１
２
１

米
子
鬼
太
郎
空
港
で
は
、
新

規
路
線
の
就
航
な
ど
に
よ
り
、

駐
車
場
が
混
雑
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。（
特
に
、土
日
・
祝
日

に
は
、
空
港
前
駐
車
場
が
大
変

混
雑
し
て
い
ま
す
）

空
港
を
ご
利
用
の
際
は
、
出

発
時
刻
ま
で
余
裕
を
持
っ
て
到

着
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
で
き

る
限
り
、
空
港
連
絡
バ
ス
（
松

江
・
米
子
各
駅
発
着
）
や
Ｊ
Ｒ

な
ど
の
公
共
交
通
機
関
で
お
越

し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

４
月
１０
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

４
月
１０
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

４
月
２４
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２４
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

改定前

4,410 円

4,410 円

4,410 円

4,410 円

4,410 円

4,530 円（新設）

4,410 円

4,410 円

7,770 円（新設）

改定後

4,530 円

4,530 円

4,530 円

4,530 円

4,530 円

4,530 円

4,530 円

回数

週１回

月４回

月４回

月４回

月４回

月４回

無制限

無制限

無制限

コース

幼児・学童コース

マスターズコース

腰痛コース

ウオーキングコース

流水健康コース

アクアビクスコース

ベビーコース

フリーコース

フリーパスコース

４月からの消費税率の引き上げに伴い、安来市民プール・

スイミングスクールの受講料を次のとおり改定します。

※料金改定に合わせ、コースの新設・変更などを行っていま

す。また、ここに掲載している以外のコースや受講回数も

ありますので、詳しくはお問い合せください。

●問安来市民プール（スイミングスクール安来）
℡２２‐０８４８

保保

健健

スイミングスクール安来の
各種コース受講料が変わります

４月からの消費税の引き上げに伴い

改定内容（月会費）

２８



●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

４
月
２４
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

日
時

４
月
１６
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１０
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※
時
間
は
、
受
付
時
間
で
す
。

日
時
・
場
所

４
月
２２
日
㈫

▽
５
〜
６
カ
月
児
…
９
時
４５
分

〜
１０
時

▽
９
〜
１１
カ
月
児
…

１３
時
３０
分
〜
１３
時
４５
分

場
所

広
瀬
●健

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
、

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

申
込
期
限

４
月
１８
日
㈮

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
お
楽
し
み
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

楽
し
い
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を

親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

４
月
３
日
㈭
１０

時
３０
分
〜
１１
時
、
広
瀬
●健

●●
お
母
さ
ん
の
た
め
の
自
力
整

体
（
託
児
あ
り
）

育
児
で
疲
れ
て
い
る
お
母
さ

ん
に
自
力
整
体
で
気
分
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
・
場
所

４
月
１７
日
㈭
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐
１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

４
月
７
日
㈪
・
１４
日
㈪
・

２１
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
エ
ク
セ
ル

初
級
コ
ー
ス
」

日
時

４
月
２２
日
㈫
・
２４
日
㈭
・

２５
日
㈮
・
２８
日
㈪
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

職
場
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
一

緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容

１２
時
間
コ
ー
ス
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）※
日
時
、

人
数
、
講
習
内
容
な
ど
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

費
用

各
講
座
５
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

●●
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

●申
●問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

℡
２２‐

２
５
４
５

・
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

今
年
度
も
再
就
職
に
向
け
た

職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
技
能
資
格
取
得
・

応
用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
介

護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
修
了

認
定
資
格
取
得
が
目
標
で
す
。

①
Ｉ
Ｔ
事
務
実
践
科

期
間

▽
６
月
３
日
〜
８
月
２９

日

▽
１２
月
２
日
〜
平
成
２７
年

２
月
２７
日

②
介
護
実
践
科
（
筆
記
試
験
・

職
場
実
習
あ
り
）

期
間

９
月
２
日
〜
１１
月
２８
日

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

そ
の
他
（
①
②
共
通
）

▽
受

講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
個

人
負
担
）

▽
定
員
各
１５
人

▽
雇
用
保
険
受
給
者
は

基
本
手
当
な
ど
が
支
給

▽
訓
練
受
講
給
付
金
も

対
応
。

●まめネットへの同

意受付は、まめネッ

トに参加している病

院、診療所などで

行っています。

見見本本

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

教教
室室
・・
講講
座座

●問ＮＰＯ法人しまね医療情報ネットワーク協会
℡０８５３‐２２‐８０５８

島根県では、患者さんの診療情報を県内

の医療機関で共有する医療情報ネットワー

ク（愛称「まめネット」）を整備しました。

まめネットに参加する医療機関が、患者

さんの同意を得た場合に、ほかの参加医療

機関での治療内容や薬の情報などを閲覧で

きるため、より安全で安心な治療につなげ

ることができます。

▲同意済証（カード）

「まめネット」に同意しませんか
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太
極
拳
無
料
体
験
教
室

４
月
に
１
カ
月
間
の
無
料
体

験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
●問

●●
安
来

▽
金
曜
日
１３
時
〜
１４

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交
、
武
上

能
江
（
℡
２８‐

６
８
０
７
）

▽
木
曜
日
１９
時
３０
分
〜
２１
時
、

安
来
中
央
●交
、
稲
田
良
造
（
℡

２２‐

０
１
９
０
）

▽
土
曜
日
９
時
３０
分
〜
１１
時
、

安
来
市
民
体
育
館
、為
国
勝（
℡

３７‐

０
４
２
６
）

●●
広
瀬

水
曜
日
２０
時
１５
分
〜

２１
時
４５
分
・
金
曜
日
９
時
３０
分

〜
１１
時
、
広
瀬
中
央
●交
、
吉
田

通
子
（
℡
０
９
０‐

４
８
０
２

‐

２
２
７
９
）

●●
伯
太

月
曜
日
１９
時
４５
分
〜

２１
時
１５
分
、
は
く
た
文
化
学
習

館
、
西
奥
浩
子
（
℡
３７‐

１
０

１
９
）

●●
荒
島

木
曜
日
１０
時
〜
１１
時

３０
分
、
荒
島
●交
、
池
田
満
喜
子

（
℡
２８‐

７
６
４
３
）

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す

生
活
相
談

▽
安
来
会
場
…
９

時
〜
１６
時

▽
社
会
福
祉
協
議

会
℡
２３‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会
場

１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１６
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

島
根
県
立
美
術
館
開
館
１５
周
年

記
念
展
「
水
辺
の
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
〜
ピ
ュ
ヴ
ィ
ス
・
ド
・
シ
ャ

ヴ
ァ
ン
ヌ
の
神
話
世
界
〜
」

●問
島
根
県
立
美
術
館

℡
０
８
５
２‐

５５‐

４
７
０
０

日
本
の
洋
画
に
も
影
響
を
与

え
た
、
１９
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
画

家
ピ
ュ
ヴ
ィ
ス
・
ド
・
シ
ャ

ヴ
ァ
ン
ヌ
の
日
本
初
と
な
る
展

覧
会
で
す
。

会
期
・
場
所

３
月
２０
日
㈭
〜

６
月
１６
日
㈪
１０
時
〜
日
没
後
３０

分
（
休
館
日
は
４
月
２９
日
・
５

月
６
日
を
除
く
火
曜
日
、
５
月

７
日
は
閉
館
）
、
島
根
県
立
美

術
館
（
松
江
市
袖
師
町
）

観
覧
料

一
般
１
０
０
０
円
、

大
学
生
６
０
０
円
、
小
中
高
生

３
０
０
円
（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

と
の
セ
ッ
ト
券
、
前
売
券
、
団

体
料
金
あ
り
）

祈
り
の
至
宝
展
「
近
江
巡
礼
」

●問
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

℡
０
８
５
３‐

５３‐

８
６
０
０

戦
国
大
名
尼
子
氏
の
ル
ー
ツ

で
も
あ
る
近
江
。
こ
こ

に
設
立
さ
れ
た
琵
琶
湖

文
化
館
が
所
蔵
す
る
国

宝
・
重
要
文
化
財
を
含

め
た
仏
像
や
仏
画
、
近
世
絵
画

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

会
期

３
月
２８
日
㈮
〜
５
月
１１

日
㈰
９
時
〜
１８
時
（
休
館
日
は

４
月
１５
日
）

場
所

県
立
古
代
出
雲
歴
史
博

物
館
（
出
雲
市
大
社
町
）

観
覧
料

一
般
１
０
０
０
円
、

大
学
生
５
０
０
円
、
小
中
高
生

４
０
０
円
（
常
設
券
と
の
セ
ッ

ト
券
、前
売
券
、団
体
料
金
あ
り
）

相相

談談

イイ
ベベ
ンン
トト

▲富本憲吉作
「色絵銀彩茶碗」

は じ め

▲加藤土師萌作
「馬の絵日吉唐津茶碗」

期 間 ４月１０日㈭～９月１５日㈪
９時～１６時３０分（入館は１６時まで）

場 所 安来市加納美術館

入館料 ・一般１，０００円（団体料金あり）
・学生 ５００円（高校生以上）
※身障者手帳をお持ちの人、中学生以下
は無料。

「備前焼中興の祖」といわれている金重陶陽か

らつながる現代の金重一門（10 人）の作品を展示・

紹介します。

●申●問安来市加納美術館 ℡３６‐０８８０

安来市加納美術館からのお知らせ

名碗を愉しむ会

金重家に伝わる技と心

備前焼 金重一門展

日 時 ４月１３日㈰
１０時～・１３時～

場 所 安来市加納美術館

料 金 ２，５００円（美術館入館料・
季節のお菓子・お茶代含む）

申込期限 ４月８日㈫

ていちゃ

美術館鑑賞後、茶室にて呈茶。

文化勲章・人間国宝受章作家のお

茶碗を手にとってご覧いただけます。

【展示案内】

イベント情報
QRコード
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山
奥
の
た
の
し
い
課
外
授
業

「
ｈ
ａ
ｒ
ｕ
の
ア
ー
ト
展
と
星

空
観
察
」

●問
山
佐
●交
℡
３５‐

０
１
２
９

日
時
・
場
所

４
月
２６
日
㈯
１１

時
３０
分
〜
２０
時
）、山
佐
ダ
ム
山

美
湖
湖
畔（
雨
天
時
は
山
佐
●交
）

内
容

▽
星
空
ア
ー
ト
展
、
夢

を
描
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

（
各
先
着
３０
人
・
参
加
費
千
円

※
材
料
費
含
む
）

▽
ラ
イ
ヴ
（
１２
時
〜
１７
時
、
７

グ
ル
ー
プ
出
演
）

▽
ラ
イ
ヴ
ア
ー
ト

▽
星
空
観

察（
１８
時
１５
分
〜
）

▽
飲
食
・
雑

貨
な
ど
の
出
店（
２７
ブ
ー
ス
）
。

安
来
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
員
募
集

●申
●問
赤
江
●交
℡
２８‐

８
９
８
２

仲
間
と
一
緒
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
や
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
な
ど
の
楽

器
を
吹
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
見
学
は
随
時
受
付
）

対
象

小
学
３
〜
６
年
生
。

日
時
・
場
所

毎
週
㈪
㈬
㈮
１６

時
〜
１７
時
３０
分
、
赤
江
●交

会
費

▽
月
額
２
０
０
０
円

▽
入
会
金
２
５
０
０
円
（
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
用
品
、楽
譜
代
な
ど
）

①
腕
自
慢
部
門

（
上
・
中
級
者
向
け
）

②
腕
だ
め
し
部
門

（
初
心
者
向
け
）

テ
ー
マ

安
来
市
の
行
事
、
自

然
、
文
化
な
ど
、
安
来
市
に
関

す
る
も
の
。（
現
存
し
て
い
る

も
の
に
限
り
ま
す
）

規
格
・
賞

▽
腕
自
慢
部
門
…

Ａ
４
サ
イ
ズ
・
四
切
サ
イ
ズ
・

ワ
イ
ド
四
切
サ
イ
ズ
、
グ
ラ
ン

プ
リ（
１
点
）
・
四
季
賞（
各
１

点
）・
優
秀
賞（
３
点
）・
入
選（
５

点
）

▽
腕
試
し
部
門
…
Ｌ
サ
イ

ズ
、
優
秀
賞（
３
点
）
、
入
選（
若

干
数
）※
各
賞
に
賞
状
と
副
賞
。

③
い
き
い
き
子
育
て
部
門

テ
ー
マ

親
子
の
ふ
れ
あ
い
や

育
児
の
場
面
な
ど
、
子
育
て
に

関
す
る
こ
と
。
（
市
内
で
撮
影

さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
）

規
格
・
賞

Ｌ
サ
イ
ズ
、子
育
て

大
賞（
１
点
）・
優
秀
賞（
２
点
）・

入
選
（
若
干
数
）
※
各
賞
に
賞

状
と
副
賞
。

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

写
真
の
裏
面
に
テ
ー
プ
な
ど
で

は
が
れ
な
い
よ
う
に
張
り
付

け
、
秘
書
課
ま
で
郵
送
ま
た
は

直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
広

瀬
・
伯
太
各
●地
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
、

安
来
・
広
瀬
・
伯
太
各
●庁
な

ど
に
も
設
置
し
ま
す
。

※
作
品
は
一
人
５
点
ま
で
。

（
腕
自
慢
部
門
と
腕
試
し
部
門

の
両
方
へ
応
募
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
）

募
集
期
間

４
月
１
日
㈫
〜
１０

月
１５
日
㈬
（
郵
送
の
場
合
は
、

当
日
の
消
印
有
効
）

審
査
発
表

１０
月
中
に
審
査
を

行
い
、
市
の
広
報
紙
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
結
果
を
発
表
し
ま
す
。

注
意
事
項

▽
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

▽
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
撮
影
さ
れ
た
作
品
も
応
募

で
き
ま
す
。

▽
入
賞
作
品
の
版
権
は

安
来
市
に
属
し
ま
す
。 ●申●問安来市秘書課 ℡２３‐３０１０

やすぎ大好き！フォトコンテスト係

〒692-8686 安来市安来町８７８‐２

新
安
来
市
発
足
１０
周
年
記
念
事
業

（10月15日まで）

募募集集ススタターートト
44月月11日日かからら

文
化
・
人
・
モ
ノ
・
自
然
な
ど
、
安
来
市
に
あ
ふ
れ
る
多
彩
な
魅

力
を
次
代
に
伝
え
る
た
め
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

あ
な
た
が
感
じ
た
「
伝
え
た
い
安
来
」「
残
し
た
い
安
来
」
を
写
真

に
納
め
て
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

ど
な
た
で
も
応
募
可

そそ
のの
他他

部
門
は
３
つ
。
初
心
者
向
け
や
子
育
て
部
門
も
設
置
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